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デジタル・ライブラリーへの道

椙山女学園大学図書館長　
　脇　田　泰　子

巻 頭 言

DX（デジタルトランスフォーメーション）の波が大学図書館にも押し寄せている。2030年を目標とし
た「デジタル・ライブラリー」の実現に向け、文部科学省が今夏、大学図書館のロードマップを公開し
た。コンテンツのデジタル化、学術論文や研究データのオープンアクセス（以下、OAと記す）に代表さ
れる「教育・研究支援機能やサービス」、DXにより物理的な「場」に制約されなくなった大学図書館の
機能の再定義、デジタル・ライブラリーの新機能やサービスを実現するための「人材」の育成やスキル
向上などが、優先的に取り組むべき領域として挙げられた。一筋縄でいけそうなものは、ない。特に図
書館職員の人員の充実自体が非常に難しい昨今の状況下では、 1 大学 1 図書館を越えたコンソーシアム
方式での大学連携モデルによる運営の方が効果的な場合も少なくないはずだ。

最も早い動きが、来（2025） 年度以降に公募する競争的研究費による学術論文・根拠データの即時OA
の義務化だ。政府の統合イノベーション戦略推進会議が今年 2 月、「学術論文等の即時オープンアクセ
スの実現に向けた基本方針」として公表し、10月にはその実施に当たっての具体的方策が関係府省申合
せとして示されるなど、動きが慌ただしさを増している。OAでは誰もが研究成果をインターネットによ
り無料で確認、利活用でき、再利用に関する権利が明示される。CC（クリエイティブ・コモンズ）ライ
センスなどを通じて研究成果の自由な再利用が可能となる。迅速な共有から研究の進展が速まるメリッ
トもある。OAの実現を含むDXの推進を通じて研究成果の共有や公開が進む先に見据えるべきは、研究
活動の加速化や新たな知識の創造等がさらに促されるオープンサイエンスという世界的潮流である。

OA化の方法は主に、投稿料や掲載料を要するゴールドOAと、ジャーナルに掲載して一定期間が過き
たら機関リポジトリなどで公開するグリーンOAに大別される。大学が最も迅速かつ円滑に即時OAを目
指すならば、後者により既存の機関リポジトリを強化して収載論文を増やし、研究成果の登録と公開を
通じた発信力の向上に取り組むことになる。OAポリシーや研究データポリシーを策定し、組織的な研究
環境を整えることが急務だ。前者の方法では、APC（論文掲載公開料Article Processing Charge）に関する
支援プログラムで大学図書館が研究者をサポートし、あらゆるOA情報を提供できる存在になることも
デジタル・ライブラリーへの道の一つ。学術出版をコンテンツ発信メディアとして見るならば、新たな
知の生産現場ではジャーナルの価格高騰など、メディアの打ち出す様々な動きに世界の科学の方が翻弄
される場合がある。大学図書館としてどのような支援が可能か、DX推進の中で目指すべき方向性につい
て早急に議論と検討を開始すべきだ。

メディアの世界は20世紀末からのデジタル化の動きが漸く一段落しかけるや、次はビジネスモデルや
組織体制全体がDXの変革のうねりにのまれながらも、AI等の先端テクノロジーを駆使して競争力を増
すことにより、進化と生き残りに挑んでいる。かつては針一本落ちても気づけるほどの静かな環境に蔵
書がトレードマークだった大学図書館も、学術研究に革新をもたらすオープンサイエンスへの途上で、
OAを機に社会の知識向上を促す原動力となるため、自らの機能の変化を踏まえ、果たすべき役割を主体
的に探る必要がある。とはいえ、これは図書館が単独で取り組める話ではない。その実現には多くの課
題があり、関係各所の協力が不可欠となる。教育研究環境を支える新たな学術情報基盤をデジタル・ラ
イブラリーとしてどのように築いていくのか。図書館運営に限らず、大学全体にとっても、将来のか
かった重大な取り組みである。





大学図書館と大規模言語モデル
 

情報科学芸術大学院大学　教授　
  小　林　　　茂

講 演 要 旨 第77回東海地区大学図書館協議会研究集会「大学図書館とAI、ChatGPT」（2023.10.11）

●プロローグ
司会：

最初に、情報科学芸術大学院大学の小林茂教授
より、「大学図書館と大規模言語モデル」と題しま
してご講演をいただきたいと思います。

初めに、簡単ですが小林先生のご紹介をさせて
いただきます。

小林先生は広島大学総合科学部総合科学科をご
卒業の後、ローランド株式会社にご勤務されまし
た。その後、慶應義塾大学大学院メディアデザイ
ン研究科に進まれまして、メディアデザイン学の
博士号を取得されておられます。人工知能学会、
建築情報学会に所属されておりまして、著書には
オライリー・ジャパン様から『Prototyping Lab第 2
版』、共著としましてBNN新社様から『アイデア
スケッチ』、監訳書としまして同じくオライリー
様から『デザインと障害が出会うとき』などを出
版されておられます。情報科学芸術大学院大学が
位置します岐阜県大垣市におきまして、隔年で開
催されているメイカームーブメントの祭典「Ogaki 
Mini Maker Faire」では、2014年から総合ディレク
ターを担当されておられます。

それでは小林先生、どうぞよろしくお願いいた
します。
講師（小林）：

ご紹介ありがとうございます。情報科学芸術大
学院大学の小林です。大変由緒ある、歴史のある
会にお招きいただきまして本当にありがとうござ
います。今回この企画を担当する学校の 1 つとい
うこともあり、「大学図書館とAI、ChatGPT」とい
うテーマで何か講演できないでしょうかという連
絡を受けました。せっかく機会をいただいたので
ぜひやりましょうと考えたのですが、半年後ぐら

いに向けて準備を進めていくという点だけ大変気
が重く思っていました。というのは、この後も説
明していくように本当に時時刻刻と状況が変わっ
ていきますので、昨日の段階だとこれが正しいと
いうことになっていたのが今日になると大きく変
わるとか、極端なことを言えば今日話している間
にも更新されていくみたいなことがあるのです。
また、いろいろなメディアでもかなり話題になっ
ているということもあり、ある人にとってはもう
そんな話は聞いたことあるよという話でしょうし、
ある人にとってはそんなの聞いたことなかったと
か、そういうばらつきもかなり大きいのかなと思
いました。そんなこともあるので、あくまで現時
点において私の視点から見たときの見取り図と、
大学図書館というところを特に考えたときに何か
ヒントになるようなことをご提供できればいいな
と思ってお話する次第です。

●イントロダクション
今日の構成はこんなふうに考えております。最

初に私のすごく簡単な自己紹介をした後に、AIの
歴史的な話から、ChatGPTってどんなものでどん
なことが今できるようになっているかを確認し、
そもそもChatGPTを含むテキストAIとは何かとい
う話をしつつ、それをめぐる問題に関して現状ど
んなことが話されているのかをお話ししていこう
と思います。

情報科学芸術大学院大学は、学生数約60名とい
う非常に小さな学校で、そこに附属図書館があり
ます。これも規模は小さいのですが、アート・デ
ザイン・工学・社会科学などに特化してかなり深
く揃えられているのと、後でもちらっと紹介する
のですが企画展なども開催しています。
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というところまでが一体誰がどういう文脈を基
に話すのかを知っていただくための自己紹介パー
トで、今度は皆さんが一体どういう感じなのかと
いうことを（リアルタイムのオンラインアンケー
トで）見せていただいた上で進められるといいか
なと思います。

1 つ目はこれです。「大学図書館司書の主な仕
事はAIに奪われると思いますか」ということで、
これはいつまでなのかという話もあるし主な仕事
とは何なのかというのもありますが、10年間ぐら
いを考えたときにどうなのかというのを答えてい
ただけたらと思います。［…投票中…］今日参加さ
れている方の 6 割ぐらいは「奪われるとは思わな
い」と答えられていて、 2 割強の方が「分からな
い」、1 割半ぐらいの方が「はい」と答えられてい
るという感じです。

続けて 2 つ目は「大学図書館司書の仕事にはど
んなことがありますか」というものです。［…投票
中…］結果を見るとこんな感じになっています

（図 2 ）。レファレンス、目録作成、蔵書の点検、
著作権に関する教育、資料の保存、管理、貸し出
し、相互貸借とか契約関係等々ということで、か
なりいろいろなお仕事をされているということが
こういうところからも分かってくるかと思います。
前の質問で 6 割以上の方が、図書館司書の主な仕
事がAIに10年間で奪われることはないのではな
いかと答えていらっしゃいました。そうした背景
に皆さんがこれだけ多様なお仕事をされていると
いうのがあるのではないかと思います。確かにこ
の中のごく一部には、AIが今後代替していく、あ
るいは結構大きな役割を果たすものもあるとは思
うのですけれども、そうでもないところでかなり
の仕事があるということがここで見えてくるかな
と思います。ありがとうございます。

最後の質問です。ChatGPTが今回のテーマに
なっているわけなのです。これはいろいろなレベ
ルがあると思うのですね。もちろん使ったことが
ないという方もいらっしゃいますし、無償のプラ
ンで使っていますよという方もいるし、有償のプ

creation-studies/

私自身と人工知能との関係で 1 つご紹介すると、
これは2019年から2020年にかけて取り組んでい
た、「モランディの部屋」というプロジェクトです

（図 1 ）。ジョルジョ・モランディという、20世紀
の前半に活躍したイタリアの画家がいます。静物
画をずっと描いていた方で、しかも物体がぎゅっ
と寄った独特の構図で描くことで知られていま
す。そのモランディが用いたモチーフを 1 分の 1
スケールで 3 Dプリンターで再現したものをカメ
ラでとらえ、それをモランディの絵を学習した機
械学習モデルを通じて、「もしモランディがこう
いうオブジェクトを見たらこんな絵を描いたかも
しれないね」というものが額の中におさめられた
ディスプレーに表示されるというインスタレー
ションです。単にモランディの作品を模倣すると
か、あるいはあり得たかもしれない作品をつくる
みたいな話ではなくて、モランディという、静物
画の、しかも独特な構図に深い興味を持っていた
画家のある意味頭の中を覗いていくようなことが
できるものとしてつくりました。

図 1　モランディの部屋

もう 1 つは「Art for Well-being」というプロジェ
クト1 ）でして、いわゆる障害のある方の施設を中
心として、表現活動とテクノロジーの先を考えて
いこうということで、そうした現場の取り組みを
基に人工知能学会で発表しています2 ）。このほか、
アートとテクノロジーの交差する領域に関する小
さな研究会3 ）も開催しています。

1 ）　https://art-well-being.site/
2 ）　https://doi.org/10.11517/pjsai.JSAI2023.0_4B3GS1104,  

https://doi.org/10.11517/pjsai.JSAI2024.0_3G1GS1103
3 ）　https://sites.google.com/iamas.ac.jp/sg-for-media-
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ランでさらに結構突っ込んだ使い方をされている
方もいると思いますので、皆さんがどんな感じな
のかというのをぜひ教えてみてください。［…投
票中…］52名の方が投票されたのですが、これを
見ますと約 6 割の方が「まだ使ったことがない」
と回答されていて、「無償プランで使えるGPT-
3.5」がちょうど40％、そして「GPT-4Plusのプラ
グイン」というなかなか突っ込んだ使い方をされ
ている方が 2 ％となっています。その先にある

「GPT-4V」は私も有償プランでずっと使っている
のですがまだ使えるようにならないもの4 ）で、後
で紹介するのですがさらに発展したモデル、そし
て最後の「API」はプログラムを書いて使うもの
です。皆さんの様子も分かりましたのでこれを基
に進めていきたいと思います。ありがとうござい
ます。

●本論
ではいよいよ話に入っていくのですが、まずそ

もそもこのAI（Artificial Intelligence）ってどんな
感じで今まできたんでしたっけということをもの
すごい簡単にまとめると何回かブームといわれる
ものがありました。最初は1950年代から60年代に

4 ）　この講演の翌日に使えるようになりました。

かけての第一次AIブームで、このときは推論とか
探索が中心で、特に冷戦を背景とした自然言語処
理による機械翻訳などが注目されたわけなので
す。けれども、期待に応えられず冬の時代へとい
うことで、急に下火になります。そして 2 番目が、
今度は1980年代から90年代にかけてで、第二次AI
ブームといわれるものでした。ちょうど日本にお
ける第五世代コンピュータもこのぐらいの時代な
のですが、このときには知識表現が中心で特定分
野の専門家、例えば弁護士とかそうした人々の推
論を実行するエキスパートシステムといわれるも
のとか音声認識システムが中心だったのですが、
これも期待に応えられずまた冬の時代に入りま
す。この冬の時代が20年ぐらい、結構長く続いた
のですね。なので、この間に例えば工学部で人工
知能の研究をするみたいなことを言うと、「それ
は禁断の研究だよね」みたいなことを言われたと
いうのが実話としてあるらしいです。今では
ちょっと信じられないことかもしれないですが、
そういう時代があったのです。そこに続けて2010
年代に第三次AIブームというものが訪れます。こ
こでは機械学習、さらにその一種であるディープ
ラーニング（深層学習）が中心になったのと、2010
年代にはこの後で詳しく説明する識別系に続けて
今日の大きな話題になっている生成系が加わって

図 2　質問 2の回答一覧
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きたと。これも結構大きなブームだったので過剰
な期待に答えられずに冬の時代に入るのではない
かということを特に研究者の方々は大きく懸念し
たわけなのですが、どうもそういうことにはなら
ずに持続して、あるいはさらに加速しているので
はないかということで、今は3.5次という人もいれ
ば四次という人もいるのですが、何しろ第三次の
冬というのはまだきていないという状態です。

どうやってAIをつくっていくのかというのは、
これも大きくいうと幾つかの流派みたいなものが
ありました。かつて第二次のころに中心だったの
はシンボリズムといわれる考え方で、人間がプロ
グラミング言語でルールを記述していくことに
よって知能を構築しようというものだったのです。
その場合だと人間がコードを書いているので、ど
うしてそういう結論に至ったのかは100％解説す
ることができるわけなのですね。それに対して違
うアプローチがコネクショニズムというもので、
これは人間の脳の中にある神経回路網を模した人
工ニューラルネットワークがデータから学習する
ことによって知識を構築していくということで
す。コネクショニズムという考え方の中の 1 つの
やり方として機械学習と呼ばれるものがあって、
さらに機械学習の中の 1 つのやり方としてディー
プラーニングがあります。この機械学習ってどん
な感じだろうというのをなじみのない方向けに
ちょっとやってみます5 ）（図 3 ）。右のほうにオレ
ンジの部分とブルーの部分があり、これを 2 つに
分けたいと。よく見ると円状になっているので円
の半径で分けられるのですね。そういう知識を基
にどうすればいいかを決め、それを人が手で書く
ことも当然できるのです。けれども、ではこの
データから学ぶとどうなるのだろうということ
で、これを今実際この目の前で開いているウェブ
ブラウザの上で学習させているのですが、ある程
度学習が進むと、こんな感じできれいに分かれま
す。ただ、これだと簡単なので、こういうのが得
意な人だったらそんなの普通に手で書いたほうが
早いじゃないかということになるかもしれません。
5 ）　ここで用いたのは「A Neural Network Playground」

です。https://playground.tensorflow.org/

ではもうちょっと複雑なのだとどうなるでしょう。
例えば、こういう渦巻き状に 2 つが並んでいるよ
うな場合、うまく分けられるようなものを手で
ぱっと書けと言われてもなかなか難しいと思うの
ですね（図 4 ）。では、これがさっきと同じやり方
で学習できるのかというと、やってみても結構時
間がかかるのになかなかいかないのですよ。どう
しましょうかということで、 2 つぐらい層を追加
し、かつニューロンの数も増やします。こんな感
じにすると、多少時間はかかるものの、さっきは
全然学習できなかったものが、だんだんとうまく
分けられるようになっていくわけなのですね。こ
ういうのが機械学習の一例でして、層が深いので
深層学習と呼んだりします。

ほぼ目的を達成するものが今できたと思うので
すが、ではこれはどういう仕組みで動いているか
説明できるかというと結構難しいと思うのです
ね。数式で書いて、円の内側と外側みたいに書い
ていれば、なぜそういう結果になったのかという
ことは100％説明できるのです。今のだと結構な
数のニューロンがありますので、それぞれの重み
とかバイアスといわれるものが幾つなのかという
のは見られるのですが、どれがどのように機能し
て結果的にこれができているのかを答えることが
できないということが起きてきます。これはたか
だか数十個なので頑張ればなんとかなるかもしれ
ないのですが、これが例えば機械翻訳とかあるい
は大規模言語モデルみたいなものになると、め
ちゃくちゃな数になりますのでとてもじゃないけ
どそれを説明することはできないということで、
ここがこの 2 つのアプローチの大きな違いになっ
てくるわけです。後者のやり方の中でもディープ
ラーニングがここ10年ぐらいで目覚ましい成果を
上げてきたということは疑いないのですが、それ
が本当に信頼できるものになるのかというところ
において疑念が残るというのは、このように確率
的に決まっているのと、パラメーターの数が非常
に多いのでちゃんと人間が納得できる形で説明が
できないということがあります。

********
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図 3　Playgroundの実行例 1

図 4　Playgroundの実行例 2
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そんなことはありつつも、機械学習ってどんな
感じなのかなという何となくの感触はつかんでい
ただけたのかなと思うのですが、どういうことが
できるかという観点で見てみると、これまた大き
く 2 つに分けられます。 1 つが識別系、分類とか
回帰といわれるものですね。例えば画像を与えた
ときに、それが猫なのか犬なのか識別するとか、
ショッピングサイトで書かれたレビューが肯定的
なのか否定的なのかで分けるとか、そういうもの
ができるAI。あとは今日の主な話題になっていく
生成系、generative（ジェネレーティブ／ジェネラ
ティブ）と呼ばれるAIで、これは画像を生成する
とかテキストを生成するとか、あるいは音声を生
成するといったものです。

それをめぐってどういう状況になってきている
のかというと、去年、2022年の春から秋にかけて、
画像生成AIが次々と登場してきました。OpenAIの
DALL ·E 2、Midjourney、Stable Diffusionという、何
らか皆さんどこかで名前を聞いたことがあるので
はないかと思うのですが、そうしたものが次々と
出て結構話題になりました。けれども、この段階
においては影響があるのは一部の人々なのではな
いかと思われていました。例えば、デジタルでイ
ラストを製作するクリエイターの方にとっては、
こうしたものが出てくることによって仕事に対す
る大きな影響はあるのです。そうはいうものの、
全ての人の中でいうと一部の人に関係するものな
のではないかって思われていたのが、だんだん大
きく流れが変わって来て、昨年の11月にOpenAIの
ChatGPTというサービスがリリースされて多くの
人が使えるようになり、さらに今年の 3 月に
GPT-4という新しいモデルが使えるようになった
のです。そうなってくると、言語による活動を重
視する人々――今日の話題になっている大学とい
うところは特にそうですよね――、言語化といわ
れる能力を大変重視し、研究を論文あるいは書籍
として出版するとか言語を用いて議論をする能力
を重視するような――特に教員なんていう人はそ
ういう能力がある程度以上あるということを理由
に職があるわけなのですが――人々の全てに影響
が及び得るものになるということがだんだんこの

辺りから知られるようになってくるわけです。こ
のChatGPTは大変成功したサービスでして、これ
までに世の中でつくられてきたサービスの中で
もっとも早いペースで多くのユーザーを獲得しま
した。そうなると、それに向けて新たに追いかけ
るような形でいろいろなところが追従してくるわ
けです。今はOpenAIというアメリカの企業にもっ
とも多額の投資をしているマイクロソフト、その
組が先行しているのに対して、遅れていたGoogle、
Facebook改めMeta、あるいはStable Diffusionで 知
られるStability AIなども大規模言語モデルを次々
とつくってきています。「日本語LLMまとめ6 ）」は
日本語のモデルに特化しているのですが、これを
見るだけでもすごい数のモデルが出てきている
と。とてもじゃないけど全部について話すことは
できないのですが、いろいろな大学名を冠したも
のをはじめとして今かなり活発に研究が行われて
いて、どんどん実用に付されているということが
起きてきています。

現時点においてどうなっているかについて、
ちょうどこの秋、現在の話をすると、OpenAIが
ChatGPT向けにGPT-4Vを公開しました。このVは
ビジョンのVなのですが、これは当初より予定さ
れていたことでありまして、マルチモーダルと呼
ばれる、テキストだけではなくそこにある意味人
間でいう視覚に相当するようなものを備えたモデ
ルで、さらに音声を合成してしゃべることもでき
るものが登場したと7 ）。画像、テキスト、音声は、
人間のこれまでの文化活動の上では分けて扱って
きましたし、どちらがどちらよりも大事なのかみ
たいなことに関する議論というのもいろいろ行わ
れてきたわけなのですが、その境界線がかなり曖
昧なものになってきたと。そうすると、これらを
扱える新しい考え方が求められるよねということ
で、これはよくある経済的な問題とかを大きく超
えて人間の文化をどう考えるかということです
ね。そこに関して工学的な話だけではなく、哲学

6 ）　 https://github.com/llm-jp/awesome-japanese-llm
7 ）　さらに2024年 5 月13日に公開されたGPT-4o（o

はomniを意味する）ではリアルタイムの音声入
力が追加されました。
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的な話とか、先ほど佐久間先生からお話があった
ように言語学でもたぶんいろいろ議論があるので
はないかと思うのですが、そんな話がいろいろあ
ると。

何でこんなに問題になるのかというところです
ね。毎日のようにニュースでも取り上げられ私た
ちの会話の中にも出てきたりして、いわゆる人口
に膾炙したという状態になっていると思います。
これは単なる私見なのですが、言語は西洋におい
て人間と動物を峻別するものとして位置づけられ
てきましたし、それをどれだけ巧みに操れるかと
いう能力をもって、この人間という同じ種の中に
おけるヒエラルキーを正当化することにも実際の
ところ使われてきたと思います。それに対して、
今のChatGPTをはじめとする大規模言語モデルは、
少なくとも書く言葉に関しては平均的な人間の能
力を上回ったといって過言ではないと思うのです
ね。そうしたときにそれを一体どういうふうに考
えるのかと。なので近代に確立したかのように思
えていた人間とは何かの再定義というのが迫られ
ているといえるのかもしれないと個人的には思っ
ております。もちろんそこにはいろいろな反論が
あると思いますが、そのくらい大きなことなので
はないかと。

********

先ほどの調査でも、ChatGPTをまだ使ったこと
がないという方が半数以上いらっしゃいました。
このChatGPTとは何かというと、大規模言語モデ
ルの 1 つとしてGPTというのがあるのですが、そ
れを核として構築された対話型のテキストサービ
スになります。使ったことがないという方もどん
な感じで使うのかはすでにご覧になったことがあ
るのではないかと思うのですが、こちらが何かを
テキストで書いて問いかけるとそれに対してこの
サービス側から返ってきて、対話をひたすら続け
ていくということができるサービスです。その
GPTと呼ばれるコアの部分に関して、GPT-4とい
う 新 し い モ デ ル が 出 て き た わ け な の で す。
ChatGPTと一般的にいわれるのですが、それが一

体何のことを指しているのかというのが、結構人
によって違うという問題があると思っています。
例えばメディアで見たことはあるが使ったことは
ないという方だったら、何か質問を投げかけると
それに対して答えが返ってくるあれでしょうと
思っているでしょう。使ったことがあるという方
が今回 4 割ぐらいいらっしゃったのですが、無償
プランで使っている方はGPT-3.5といわれる今の
最新よりも少し前のモデル、これに対して有償プ
ランだとGPT-4が使えます。この3.5と 4 はモデル
の規模が違うのですね。できることが結構それに
よって変わっていまして、特にこの差が割と見え
てくるのが複雑なことを要求した場合です。例え
ば「こういう形式で答えを返してください」と
言ったときに、3.5だとそれに沿ってくれないので
すが 4 だと沿ってくれるみたいなことがあります。
あとは、すごいお金をかけてつくられたすごい人
工知能だぞということになっているので、ありと
あらゆる言語の知識を持っているのではないかと
誤解されている場合もあるのですが全くそんなこ
とはなくて、やはり英語に相当偏っているのです
ね。そうすると、3.5の場合英語でやり取りをする
と結構いい結果を引き出せるのに日本語だと全然
的を射た答えが返ってこないということがあるの
です。それに対してGPT-4を使うと日本語でもか
なり突っ込んだやり取りができます。だから

「ChatGPTって○○だよね」みたいな話をすると
きに、一体何を指し示しているのかというところ
で違うものを見たまま話していると、すごい・す
ごくないとか、使える・使えないとか、脅威だ・
脅威ではないというときの議論がそもそもかみ合
わないということが起きてしまうと思うのですね。

********

ということで、そのGPT-4といわれるものがす
ごそうなのは分かったけれども、さらにそこから
先に進むとどんなことが起きるんだっけというこ
とで、例としてプラグインとAPIを紹介したいと
思います。

順に説明していきます。プラグインとは何かは
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OpenAIのウェブサイトに説明されています。旅行
サイトにつなげられるプラグインとか経済的な何
かのデータにつなげられるプラグインとかいろい
ろなものがあるのですが、結構大きな話題になっ
たものとして当時Code Interpreterと呼ばれるもの
があったのです。これは何かというと、かつての
ChatGPTの場合には計算することが全然できな
かったのですよ。すごい単純な計算なのだけど、
とんでもない間違った答えを、しれっとそれらし
い文言で返してくるみたいなことがあったわけな
のです。けれども、Code Interpreterと呼ばれてい
たプラグインを使うと、自然言語で与えたプロン
プトから、「それはこういうことですよね」という
プログラムのコードを生成してそのコードを実行
して答えを返すことができます。これはかなり大
きな話でして。データサイエンスといわれる、
データを与えてそれを解析して、それによって意
思決定することを支援していく分野があるのです
が、そういうスペシャリストがやっていたような
ことをこのプラグインがあれば比較的簡単にでき
ます。GPTだけではできなかった部分を拡張する
ために、こういうプラグインが出てきました。

あと、APIとは一体何か。ChatGPTは対話型の
サービスとして出来上がったものになっているの
で、あくまでその仕組みにのっとって使うという
ことしかできないのですが、APIを経由すると自
分で好きなシステムを組むことができます。一般
的なChatGPTでは対応できないような目的に特化
したものをつくるときにこれが使えますので、実
際に今それらを使ったサービスはものすごい数が
リリースされているのです。

それを使うとどういうことができるのかという
ので、ここに出ている例は「What's the weather like 
in Boston right now?」で、ボストンの今の天気はど
んな感じですかということを聞くわけです。よく
見るとこれは自然言語で書かれているのですね。
ディスクリプションというところに「Get the current 
weather in a given location.（与えられた場所の天気
を取得する）」と書かれていて、そこに対してパラ
メーターがあります。パラメーターのリストの中
にロケーションがあって、形は文字列、city and 

state（市とか州）で、例えばサンフランシスコや
カリフォルニア、みたいな形で指定されていて。
もう 1 個のパラメーターがユニットで、型は文字
列でcelsius/fahrenheit（摂氏か華氏か）というもの
ですね。このほか、ロケーションは絶対いるぞみ
たいなことが書かれているわけです。全部プログ
ラムで書こうとすると結構複雑なコードで書いて
いくことにもなるのですが、こういうかなり自然
言語に近いような、それでいて構造化されたもの
で与えることができると。この場合でいうと、人
が入力したのはこの「What's the weather like in 
Boston right now?」で、マサチューセッツ州のボス
トンについての天気を知りたいんだよと言ってい
るというのもある意味解析してくれるわけなので
すね。そうすると、それを基に次は、GPTの中だ
けでは現在の天気とかは分からないわけなので、
外部の天気を知らせてくれるようなところにここ
で取得したパラメーターを渡すと、それを基に答
えが返ってくると。最終的に「The weather in Boston 
is currently sunny with a temperature of 22 degrees 
celsius.」ということで、晴れていて摂氏22度です
よと返すわけなのですね。

実際にChatGPTというサービスは、こうしたこ
とを裏側で実行して答えを返すということをやっ
ているわけなのですが、そこに相当することを自
分で好きなようにつくっていくことができるの
で、自由度がすごい高いのですね。このように一
口にChatGPTといっても、無償プランで使える範
囲で、しかも日本語で使って「ちょっとおかしい
けれどもなんか面白い答えを返してくるよね」と
思っている人から、GPT-4でかなり使い込んでい
る人、そして独自のサービスをつくっている人み
たいなところまで結構な幅があるということがあ
るわけなのですね。

********

ChatGPTと一口にいってもいろいろありますよ
という話をした上でなのですが、大学図書館関係
でいうと、やはりテキストの処理が多いと思うの
です。文章を要約する、翻訳する、文献を検索す
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る、文章を作成する、文章を推敲するとか、ある
いは何かを説明するような説明図を画像生成する
みたいなことはある程度できます。ただ、さっき
挙げていただいた図書館司書の業務で、レファレ
ンスの中で該当するものを推薦するのもあると思
うのですが、そうしたものをこのGPT単体でやら
せようと思うとできないのですよ。もちろんGPT
が学習している文献に関してはできるのですが、
それより外のところというのはできないので、プ
ラグインを組み合わせていくことになるのですね。
そのうちの 1 つがScholarAIというプラグイン8 ）な
のですが、実際にちょっとそれを試してみたのを
紹介してみたいと思います。

ここで与えた質問は、「大規模言語モデルにお
けるハルシネーション（幻覚）と呼ばれる現象に
ついて、原因や対策について述べている論文のう
ち主要なもののリストを作成してください」で、
文献を検索してその結果を要約とともに挙げてき
てくれるわけです。何かについての研究でアイデ
アが浮かび、既にやられているのか知りたいとき、
文献を検索して調べるということは研究者であれ
ば誰しもやります。そうしたときにこういうプラ
グインがあるとかなりすばやくやってくれます。

あと、ChatGPTが話題になったときに学生のレ
ポートも結構書けてしまうんじゃないのという話
がありました。書けるのか書けないのかは割と
ケースバイケースなところがあるので一概にいえ
ません。論文は書けるのかという話については、
この後で橋本先生が大変詳しくお話しされるので
そこには私は触れません。実際に本学教員の中で
話題になったものとして、本学の事前課題があり
ました。志望動機とか研究計画とかにくわえて、
論述の能力を見るために設けられた事前課題で、
指定された字数で答えてくださいというような、
よくあるタイプのものです。これをやってみると
どうなるのだろうかということで、実際にやって
みました。

まず日本語でやったほうですね。私が与えたの

8 ）　2024年 3 月 にOpenAIがChatGPTの プ ラ グ イ ン
機能を廃止したことにより、独立したサービス
へと形態を変更しました。https://scholarai.io/

は、「次の文はある大学院の出願書類で要求され
ている事前課題です。与えられた条件に従って私
の代わりに書いてください」という前提に続け
て、「過去 5 年間においてあなたが最も重要だと
考えるテクノロジー・作品・活動を 1 つ選び、専
門分野の背景知識を持たない人でも理解できるよ
うに紹介した上で、重要だと考える理由を複数の
根拠を提示しながら述べること。1800字から2000
字」と書かれています。これを与えると数秒間で
書いてきてくれるわけです。ここで選ばれたのは
CRISPR-Cas9という遺伝子編集のテクノロジーで
す。確かに重要なもので、それが何なのかとどう
してそれが重要なのかということについて項目を
きれいに分けて書いてくれるということで悪くな
いと思うのです。私はCRISPR-Cas9の専門家では
ないので分からないのですが、そんなに間違った
ことは書かれていないように見えるのですが、
さっきの書類の観点から見るとちょっと問題があ
りまして。というのは、1800字から2000字と書い
てあるのですが確認すると全然足りないのです
よ。それは困ったなということで、「出願書類の条
件は1800字から2000字なのにこれだと800字程度
しかないので、指定の文字数に合うように膨らま
せてください」ともう 1 回お願いすると、多少伸
びるのかなと思いきやほとんど変わらず1200ぐら
いしかないと。最低でも1800字にならないと、と
お願いしつつ、そういえば最後に参考文献または
参考URLを記載せよと書いてあったのを指定して
いなかったので、それも追加してくださいと。多
少詳しくなって項目数も増え、最後に参考文献
URLが出てきて指定の文字数に近づけましたとい
うのですが、これでもまだ全然足りないのですよ。
というのと、実在しないリンクが出てきてしまう
のです。試していくときのやり方を変えたりする
と全然結果が変わってくるので、本当に毎回駄目
なのかというとそうでもない場合もあると思うの
ですが、ちょっと一例としてご紹介した感じです
ね。

あと、もしかしたら英語だったらだいぶ変わる
かもなと思って、元の出題は英語でも書かれてい
るのでインストラクションだけ英語にしてやると、
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同様に割と整ったものを書いて返してきてくれる
のですが、これもまた短いのですよ。750 wordsか
ら800 wordsといっているのに650しかないので、

「ちょっと短いんですけれども」というと「分かり
ました」という大変いい感じの答えが返ってくる
のですが全然増えないのです。 3 ～ 4 回繰り返し
たのですが全然長くなりませんでした。レファレ
ンスに挙がっているものは割と正しいものが上
がってきていて、一応全部確認したところちゃん
とあるのですが、「790 wordsです」といってくる
のですが数えてみると600しかないみたいな、こ
んなやり取りを数回繰り返したところであきらめ
ました。

そんなことで、いろいろなことがすごいできそ
うに見える部分と「人間だったらすごい簡単なは
ずなのにな」というところがうまくいかないみた
いなことがあったりするのです。ではどういうふ
うにChatGPTというものと付き合うといいのだろ
うかということについては、OpenAIも「GPT best 
practices9 ）」というドキュメントを書いて公開して
いるのですね。そこにどんなことが書かれている
かというと 6 点あり、明確な指示を書く、参考と
なる文章を提供する、複雑なタスクをより単純な
タスク・サブタスクに分割する、GPTに考える時
間を与える、外部ツールを使う、変更を系統的に
テストする、です。

いわれてみるとまっとうな話なのですね。GPT
はあなたの心を読むことができるわけではないと。
例えば「出てきたのが、長すぎたらもうちょっと
短くしてと言って」とか、あるいは「出てきたの
が簡単すぎたらエキスパートレベルのライティン
グにしてね」と言う、フォーマットが気に入らな
いのだとしたらどういうフォーマットにしたいの
かということを示してほしい等々ですね。なので
これは別に、実はGPTと人間の間だけではなくて
人間の間のコミュニケーションでもある話だと思
うのです。指示がよく分からないと出てくるもの
も期待に沿ったものにはならない、心の中にある
ことを相手が読んでくれるわけではないよねとい
9 ）　https://platform.openai.com/docs/guides/prompt-

engineering#six-strategies-for-getting-better-results

う話なのですね。
あと、次のレファレンスとなるテキストを与え

たほうがいいよという話ですが、これも「GPT's 
can confidently invent fake answers especially when 
asked about as a topic for citations and URLs.」みた
い な こ と が あ っ て、 こ のconfidently invent fake 
answersというのが結構問題になるのですね。結構
頭のいい人が書いたような文章で書かれている
が、書いていることがうそだということが起きて
しまいがちなので、レファレンスになるようなも
のを与えてそれらを基に書いてくださいとか考え
てくださいとすると非常にクリアな分析をしてく
れることがあります。

あとは、複雑なタスクのときにそれらを構成す
る複数のタスクに分けて与えたほうがいいですよ
とかですね。これはなかなか面白いと思うのです
が、Give GPTs time to “think”ということで、ここ
で例に書かれているように17×28を考えるとした
ら、たぶん瞬時に答えられるという人はいなくて
時間をかけて考えることになるでしょう。同様に
GPTに何かを依頼するときにも、すぐに答えを返
すのではなくて考えるための時間を取ることが重
要ですという話が出ているのですね。これは結構
面白い話ではあるのです。問題について考える際
に、ステップバイステップで考えてくださいとい
うことによって、ぱっと思いつく答えを返すので
はなく、しっかり考えた上での答えを返すことに
よって正確な答えが出てくることがあるのです。
こういう話をしていくと、もしかしたらカーネマ
ンとかの『ファスト＆スロー』みたいな話を思い
出す方がいらっしゃるかもしれないのですが、結
構それに似ているところがあるのですね。ぱっと
考えて答えを出してもらうととんでもない間違い
をするのだけれども、しっかりステップバイス
テップで考えて自分の答えた答えを自分自身でも
う 1 回見てちゃんとリフレクトしてくださいとか
いう指示をたくさん書いていくと、しっかりと時
間をかけて考えた結果が出てくるということで、
これはかなり面白いものだということが分かって
くるわけです。

例えば初期のころにChatGPTを使ったけど全然
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うまくいかないよねというようなことを言ってい
た方の中に、Googleのような検索エンジンみたい
な感じで使った結果どうもうまくいかないと言っ
ている方が結構いたのですね。そうではなくて、
むしろChatGPTから人間に対して質問をしてもら
うというような関係性をつくることが重要なので
はないかということを主張している人もいます。
慶応大学の名誉教授の奥出先生という私も個人的
に知っている方が、シリアスゲームに取り組んだ
とき、インストラクションでGPTの側からどんど
ん質問を投げてくるような状態にするとすごくい
い関係性も築けるしいい結果にたどり着けるとい
うことを書いています。さっきは有償と無償の差
というのをご紹介したのですが、どうChatGPTと
向き合うかによって出てくるものが全然変わって
くるというのは大変面白いところかなと思います。

********

このChatGPT及びその後ろにあるGPTでどんな
ことができるのかについて私自身もいろいろ試し
てみました。ただ、これはすごいうまくいったよ

という例ではなくて、むしろうまくいかなかった
ところが結構あったのです。すごい簡単に紹介す
ると、 1 つ目は文献を推薦するものです。大学図
書館の皆さんと同じように私たち教員もゼミと呼
ばれるものをやっていて、そういう場面において
学生からいろいろ聞かれると、聞かれたことにつ
いて本を推薦することはよくあるわけなのです
ね。そういうやり取りができるのかなということ
でやってみたものです。これは「Chat with the 
bibliography」という仮の名前を付けてやっていた
のですが、何か聞いてくるとそれに対して「たぶ
んこのへんの本を読むといいのではないでしょう
か」と推薦するような仕組みをつくりました（図
5 ）。中心部分はこんな感じのプロンプトになっ
ていまして（図 6 ）、あなたは一体どういう役割の
人なのか、こういうふうにユーザーからきたもの
を扱ってくださいね、キーワードのリストとして
はこうなっていますみたいなものも渡しました。
これは元になっているものがありまして、私が学
生によく紹介する本の簡単なデータベース的なも
のです。それぞれにいろいろと情報だったりタグ
みたいなものを付けていたりするのがあるので、

図 5　会話の始まり（左）とサービスによる文献の提案（右）
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これにアクセスしつつ、その中からこれだったら
いいのではないかというものを引っ張り出してく
るようなものをつくってみたというものになりま
す。

結論としてはこのときにはちょっとあまりうま
くいかなかったなと思っています。というのは、
こういう検索システムっぽいものをつくるとみん
な何でもその先にあるのではないかと思って答え
を求めてくるみたいなことがあるわけですね。だ
から、大学図書館みたいに何万冊とか何十万冊と
いう膨大な文献がある中で、自分の知りたい知識
を蓄えている本を推薦してくれるのではないかと
いう期待を持つわけなのです。けれども、このと
きの私の意図としては、そういうものというより
も、学生との間で共通で参照できる文献を持つこ
とによって、お互いの間で共有の基盤をつくりた
かったのです。それとさっきみたいなインターフェ
イスが合わなかったなという反省があります。ま
たいろいろ考え直した上でつくり直そうと思って
います。

もう 1 つは資料展のコンパニオンアプリで、今

年の夏に開催していた「TOKYO MELODY 1984」
という坂本龍一さんという方の資料展10 ）になりま
す。どんなものだったかをすごい簡単に紹介しま
すと、こういう展示空間になっていました（図 7 ）。
本学図書館の中に 1 つ展示に使える部屋がありま
して、小さいスペースではあるのですが、こんな
感じで専用の什器を設置して、そこに資料を開架
でアクセスできるようして、訪れた方が資料を読
んでいくのですね。坂本龍一さんという方は結構
長く活動されたアーティストで、特に1980年代に
は数多くのメディアに出ていらしたので、インタ
ビューや取材した記事がたくさん載っている雑誌
がたくさんあるわけですね。雑誌と単行本はやは
り全然違いまして、単行本になるときは雑誌のイ
ンタビュー記事の前後にある文脈は切り落とされ
た状態で、ご本人が書いた文だけが集まって単行
本になるわけなのですが、実際その前後を見ると
結構面白いインタビューが掲載されていたり、あ
るいは掲載されている広告に当時のいろいろなテ
クノロジーだったり文化だったりに関するとらえ
方があったりするということで、非常に面白いこ

10 ）　https://www.iamas.ac.jp/lib/notices/2503

図 6　プロンプト
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とがあるわけなのです。訪れた方の中で80年代を
記憶されている方は特に何かガイドをする必要も
なく、ぱっと来て「これ懐かしいね」みたいな感
じで資料を見て話が盛り上がるわけなのですが、
そうではない方も結構いると。特に今の学生のよ
うにリアルタイムで知らない人から見ると、そも
そも80年代という時代が存在したのかどうかすら
よく分からないみたいなこともあったりしますの
で、そういう人たちに向けてどこから見るといい
のだろうみたいなことを知っていただけるような、
コンパニオン的なアプリをつくったらどうだろう
ということでつくったのがこちらです。こちらは
今リアルタイムで動いているものなのですが、こ
んな感じで説明文を読んで、自分の興味が引かれ
たものがあったらそれを選んで読んでみてくださ
いと。読んでみて面白いなと思った人がいたら、

「その次にこういうのを見てみてもいいかもしれ
ないですよ」という感じにガイドをするというも
のとしてつくりました。

図 7　資料展の展示空間

これはどういうものを基につくられているのか
と申しますと、この資料展のキュレーションをし
た松井さんという同僚の研究者がつくったもので
す。ずらっと100件ぐらいの文献があるのですが、
そこにはいろいろと、例えばこれは坂本龍一さん
関係だとかこれはYMO関係だとかこれは文学の
つながりがあるとかというようなことが実は線と
してつくられていて、それを基に資料が構成され
ていると。もちろん、来場された方が自分自身で

つなげながら読んでいってもいいわけですが、そ
ういう一見すると見えないつながりをこうしたと
ころで感じ取ってもらえるようなやり方もあるの
ではないだろうかということでやったものです。
先ほどの例はプロンプトを使って大規模言語モデ
ルがある意味そのままシステム自体をつくり上げ
ているという感じになるのですが、こちらのほう
はもうちょっと地味な使い方をしています。この
システムをつくっていくときにプログラムを書く
段階で、ある意味副操縦士みたいな関係で大規模
言語モデルに参加してもらって一緒に書いていく
と。それによって、自分にはあまり得意ではない
領域のプログラミングでもあったのですが、それ
をやることができたという例になります。なの
で、一口にGPTに代表される大規模言語モデルを
利用するといってもいろいろなやり方があるとい
うことかなと思います。

********

というような感じで紹介してきたのですが、こ
の大規模言語モデルをはじめとするテキスト生成
AIってそもそも何なのかについては結構いろい
ろな議論があるわけです。今日ここで参照してい
くのは、岡野原大輔さんという方が書かれた『大
規模言語モデルは新たな知能か』という本で、『岩
波科学ライブラリー』で出ているものなのです
ね。結構薄い中にすごく凝縮された、かつ一般の
方も読みやすい本です。言語モデルは一体何なの
かというときに、よくいわれるのは、意味は全く
分かっておらず単に確率的に次はこれなのではな
いかということをただ返しているだけだという言
い方があるわけなのですが、岡野原さんの見解と
してはそうではなくて、次に何がくるかを予測す
るときにそれをひたすら学習する中で、文章の中
から予測に役立つ情報を扱えるようになる必要に
かられ、結果として文を理解できるモデルができ
ているということになっているのではないかと指
摘されているわけです。この辺りは専門家の間で
も議論がかなりぶつかっているところかなと思い
ます。あくまで確率的に予測しているだけだから
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意味は全く分かっていないんだよという立場の人
もいますし、他方で、そうはいうけれどもそれに
はとどまらないことが起きているのではないかと
いう話があったりするわけです。

これを構成しているGPTって何かというと、
Generative Pre-trained Transformerの略です。詳細は
踏み込まないのですが、Transformerというやり方
を用いているもので、ものすごい数のパラメー
ターで構成されているのです。やっていく中で、
訓練のデータを増やせば増やすほど、モデルサイ
ズを大きくすればするほど、学習時の計算機投入
量を増やせば増やすほど能力・性能が改善される
ことが分かってきたり、大きくしていく中でそれ
まで全く解けなかった問題が突然ある段階から解
けるようになることが起きるということがあった
のです。おそらくこれをつくった人たちも想像し
ていなかったようなことが次々と起きてきたとい
うことで、それについて岡野原さんは 2 つの仮説、
ある能力を持っているものがあって宝くじ的にそ
れを掘り当てているのだという仮説と、それ以外
の背後にある構成的なところを読み取っているか
らだというものを紹介しています。

あと、当初は想定されていなかったものとして、
In-Context Learningがあります。大規模言語モデル
は、学習するときにはすごい数のパラメーターが
どんどん更新されていくものの、実際に使ってい
るときは固定の状態で使っているのですね。なの
にも関わらずあらかじめ訓練データで学習したの
とは別のことができます。例えば指示によって挙
動が変わるとか、指示に応じて段階的に推論して
いくことができるとか、あるいは例題を解かせる
とその後の問題解決能力が改善するということが
あって、一体これは何なのかが相当な謎だったわ
けです。実際やっていく中で発見されたことでも
ありまして、そこに関しての解明が今だんだんと
進んでいるというのが現状です。なので、さっき
ちらっと申し上げた、確率論的に続きを予測して
いくだけの確率論的なオウム（Stochastic Parrot）
だと考えられていたけれどもどうもそうではない
よねという話だったり、空間や時間というものを
認識できるような、ある意味世界モデル的なもの

ももしかしたら構築しているのかもしれないとい
うような報告とかが出てくることがここしばらく
ありました。参考文献としても挙げている中に『日
経サイエンス』の10月号があるのですが、そこの
中では特にどうもこの辺りが起きてきているねと
いう話が割とコンパクトにまとめられた記事があ
るので興味のある方は読んでみるといいのかもし
れないです。

********

残り20分弱で、そんな感じの話の先にある生成
系AIをめぐる問題の話に入っていこうと思いま
す。ここまでのところで、ChatGPTに代表される
ような大規模言語モデルとかそれを使ったサービ
スで結構いろいろなことができるようになってき
て、それが社会に大きな影響を与えていますよね
という話を見てきたのですが、それは当然ながら
いろいろな問題を起こすわけです。生成系AIに限
らず、以前からAIに対する懸念というのはありま
した。例えば個人情報保護、そして著作権をはじ
めとする作者の権利保護、これらはAIに対する二
大懸念というか非常によく言及されるものです。
それ以外にも倫理的な問題とか一部企業が事実上
独占している問題とか、あるいは最近よくいわれ
るようになった環境負荷。GPTみたいなかなり巨
大なモデルを使うとすごい電力を食うのですね。
はたしてそんなことが妥当なのかみたいな話があっ
たり、あとこれもよくメディアとかで問題になっ
たものですが、ハルシネーション（幻覚）やコン
ファブレーション（作話）という――どちらかと
いうと私は作話が近いのではないかと思っている
のですけれども――ありもしない文献に基づいて
答えを出してしまうことによる混乱、あとはさっ
きみたいな感じで非常に流ちょうなテキストを生
成することができますので、フェイクニュースみ
たいなもの、本当に本物かどうかというのが全然
判断がつかないものも次々とできてしまうという
こともあります。まさに大学図書館を含む大学に
おいて大きな混乱になったように、この教育や研
究の場面においてこれをどう利用していくのかを
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めぐっては大きな混乱が起きているわけです。
さっき検索の例をご紹介しましたけれども、研究
とか教育をよりスムーズに動くようにしてくれる
ような場面もあるのかもしれないですし、あるい
はつい便利だからといって使った結果、本当はな
いはずのハルシネーションやコンファブレーショ
ンといわれるものが混入してしまったものを論文
として投稿してしまう、実際そういう事件も起き
てきたりとかしているわけです。このようにいろ
いろな懸念があったものが、いよいよ本当にそれ
らについて考えないといけないような状態になっ
ているということです。

特にChatGPTが大きな話題になったということ
が 1 つの発端になっていると思うのですが、政
府・マスメディア・業界団体などからにわかに規
制論が出てきました。特にその中でも欧州連合で
は今年の 6 月にAI規制案に関する修正が賛成多
数で通ったと。学習に使う著作物を開示すると
か、人権への影響に関する調査を実施すべし、環
境への影響の検証を義務付けるとかということで、
大きな制限を加えようとしているわけです。これ
は分からなくはなくて。というのは、ChatGPTを
提供しているのはOpenAIで、そこに巨額の投資を
しているのはマイクロソフトで両方ともアメリカ
の企業なのですね。そうした一部企業が独占して
いる状態になっているということに対して、当然
ですけれどもやはり欧州としては危機感もありま
すし、そこに対する抵抗の仕方として何らかの規
制案をつくるというのは、これまでにもGDPRを
はじめいろいろなことが行われてきているので、
妥当というか想像される範囲のことではあったの
ですが、そんなことが起きていると。

そんな中で、日本の著作権法30条の 4 がしばし
ば言及されました。30条の 4 「著作物に表現され
た思想又は感情の享受を目的としない利用」とい
うのは比較的最近、2019年の改正の際に追加され
たものです。これは主に産業界等からの要望に応
えたもので、学習の際にインターネット上から集
めたデータを自由に利用できるようにしたという
結構大きな変更だったのですが、そのころに想定
していたのと生成系のAIが問題になってきたと

きとでは、やはりちょっと範囲が違うのではない
かということをめぐっていろいろと意見の対立が
あります。よく見ていくと、そもそもこれが審議
された段階でも生成系には言及されています。だ
から全然想像できなかったというとそんなことは
ないはずではあるものの、想定していたよりもか
なり早くそうした動きが起きてきているのではな
いかということもあり、それらに対していろいろ
な動きがあります。例えば文化庁はガイドライン
を制定しようとしていて、今はその手前段階にあ
るわけです。今年の 7 月に開催された「AIと著作
権」に関する講演の映像資料が公開されていま
す11 ）。これは短い時間の中で非常によくまとまっ
たレクチャーですので、興味のある方はぜひご覧
いただくといいのではないかと思うのですが、こ
うした動きがあると。

規制に向けて動こうという気運は高まっている
のかなと思います。インターネットからデータを
集め放題だったら、モデルを作成しようという人
たちにとってはパラダイスかもしれないけれども、
それによって利益とか権利あるいは尊厳が奪われ
るクリエイターにとってはディストピアでしかな
いだろうという話だったりとか。あるいは作品の
対価として支払われるものが、「ボタン 1 個押し
たらイラストって出てくるから100円でもいいよ
ね」みたいな話にもしされてしまったりとかした
ら、そもそも学習データに用いられている作品が
生まれてきた文化が維持されなくなってしまうで
はないかという問題も当然あるわけですし、さっ
きのフェイクニュースの話もあるわけです。しか
し、本当にそういう負の側面だけなのかというと
そうでもない部分もやはりあるはずだろうと。表
現というものはこれまでは人間だけがつくるとい
うことを前提に考えられてきた。それは絵でも文
章でもそうなわけですが、そうではない状況に対
応してアップデートしていくことが必要なのでは
ないかなと個人的には考えています。

それらの動きについてちょっと紹介していく

11 ）　文化庁はAIと著作権についての見解をウェブサ
イトで取りまとめて公開しています。https://www.
bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/aiandcopyright.html
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と、割と初期にガイドラインを出したところの 1
つに東北大学があり、大変興味深いなと思ってい
ます。例えば留意事項として演習課題とかレポー
ト課題における懸念、対応方法案について東北大
学においてどう考えているのかの説明に加えて、
ほかの大学で一体どういうふうに取り上げられて
いるのかについてリストが掲載されています。こ
れは更新され続けていますので、一体どんなもの
が今公開されているのかを知っていく上で入口に
なるものになっているかなと思います。

文部科学省も 7 月13日付でアナウンスを出して
いまして、これもご覧になった方が結構いるかも
しれないですが、「大学及び高専における生成AI
の教学面の取扱いについて12 ）」ということで――
これは小・中・高を対象にしたものも別途出てい
るのですが――正負両面あるよねということを踏
まえた上で具体的にそこについての基本的な考え
方と、生成AIに関する動向及びそれについてどう
考えるかという。ガイドライン全てに対してこれ
を求めるというよりは、どういうところが大事な
のかを結構コンパクトにまとめたものです。私も
読んだのですが、割とまっとうなというかしかる
べき点がしっかり押さえられたものになっている
のではないかなと思いますし、どういう場面だっ
たらそれをうまく活用し得るのかという辺りにつ
いての話もあって、もしかしたらまだご覧になっ
ていない方にとっては参考になるところがあるか
もしれません。

また、これは「大学は生成系AIの影響をいかに
認識しているか」というタイトルの論文でして、
武田さんという方が書かれたものです13 ）。今年の
春からそういうガイドラインが次々と出てきてい
る中で、それらが一体どういう見取り図になって
いるのかを結構短期間の間にうまくまとめられた
論文で、こうしたものがあるというのは全体の様
子を知る上でとても参考になると思うのですね。
約200のAIガイドラインを分析することで、日本
の大学の認識の取り扱いを概観するものになって

12 ）　https://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/2023/
mext_01260.html

13 ）　https://doi.org/10.15077/jsetstudy.2023.2_88

おります。イントロダクションではGPTをはじめ
とする生成系AIの話が今こうなっていますよね
という紹介があり、それが一体どういう場面にお
いて活用し得るのだろうかということで、構成・
文章要約・機械翻訳・情報抽出等のところでは確
かに大規模言語モデルによってタスクが可能に
なっていると。ただ、課題としては先ほどご説明
してきたようなハルシネーションとかバイアス、
著作権・プライバシー・誤情報・悪用等々みたい
なものとか、あるいはChatGPTに関する依存みた
いなものとかも含めてなので、かなりコンパクト
な中に問題点とか課題とか可能性が凝縮されたも
のになっていると思います。この論文はぜひ皆さ
んも後でお時間を取って見ていただくといいのか
なと思います。また、ChatGPTによる高度化も大
変面白いところなのですが、学生の生成系AIの利
用の奨励というところを見ると、奨励していると
ころもあれば、奨励しているが付帯条件あり――
たぶんこれは今現実的に最も多いパターンなので
はないかと思うのですが――というものがあった
りとか。あるいは授業においても全面禁止はやは
り少なくて、原則は禁止なのだが条件付きで許諾
と定められていたり、あとはその際の懸念事項が
具体的に書かれていたり、あるいは一般論として
書かれていたりとか。この辺りはガイドラインを
どう定めるかというときによく見られているとこ
ろだと思うのですが、そんな辺りも含めまして、
2 カ月ほど前の話にはなるのですが現状がよくま
とめられているものだなと思っています。また自
治体でもいろいろとガイドラインが出ていまし
て、大きく話題になったのは東京都の「文章生成
AI利活用ガイドライン14 ）」で、実際に活用してい
く上でのいろいろな懸念点とかも含めてかなり分
かりやすくまとめられたもの。大学向けのものは
やはり大学なりのいろいろな事情が反映されてい
るので参考にできるところもありますが、実際そ
れをどうやって使っていくのか、あるいは大学図
書館の場合だと、もちろん研究とか教育に関わる
ところ以外にも、いわゆる事務的ないろいろな作
14 ）　https://www.metro.tokyo.lg.jp/tosei/hodohappyo/

press/2023/08/23/14.html
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業も結構な割合であると思うので、そういうとこ
ろにどう活用するのかも参考になるガイドライン
かなと思います。

最後に挙げているものは、日本ディープラーニ
ング協会というところがつい数日前に公開したも
のです15 ）。これはガイドラインを公開して、それ
を基にそれぞれの組織でカスタマイズしてそれを
使ってもらうということを前提に書かれたもので
す。自分たちのところでゼロから考えるとすごい
大変なことになってしまうのですが、こうしたも
のを参考にすると、大筋においては全体の共通し
たところに乗りつつ、細かい特化したところで、
組織特有な問題について丁寧に対応することが可
能になってくると思います。

●まとめ・質疑応答
一通りいろいろお話をしてきたのですが、そろ

そろ時間なので最後にもう 1 度簡単にまとめて質
疑応答のパートに入っていきたいと思います。こ
れまでにご説明してきたように、画像生成AIに続
けて登場した大規模言語モデルによるテキスト生
成は、ChatGPTのサービスが大成功したことに
よって世界的に大きな話題になりました。社会に
対してもかなり大きな影響を与え始めています。
それに対して大学図書館の仕事とか存在意義、特
に仕事は非常に多岐にわたり、存在意義も引き続
きあるものなので、それをただちに変化させるも
のではないだろうと。ここは確実にいえると思う
のです。ただし、大学における教育とか研究に関
して利用してもしなくても、今後数年間で確実に
影響を与えていくものだといえると思います。そ
うしたことを考えたときに、どういうふうにこれ
ら大規模言語モデルと向き合っていくのかについ
ての議論はまだ始まったばかりであり、いろいろ
なことを実践できるタイミングだと思います。で
すので、この間にいろいろ取り組み、単に知識と
して知っている・知っていないという話だけでは
なくて、実際に試してみたらうまくいったとかい
かなかったとか、こういうリスクが見つかった、

15 ）　https://www.jdla.org/news/202310060002/

あるいはこういう可能性が見つかったみたいなこ
ととかを、手触り感を持って取り組みつつ、それ
らを例えば今日みたいな場とかを利用して共有を
すると。そうしたことを通じて、可能性や課題を
把握しつつ考えられるようにしていくということ
が重要なのではないかと個人的には考えます。

ということで、お話しをしてきたのですが、こ
のまま続けてQ＆Aに入ってしまって大丈夫です
か。
司会：

はい、お願いできればと思います。
講師：

はい、分かりました。いただいている時間が残
り10分間だったと思いますので、すでに投稿して
いただいたものを基に見ていきます。

まず、「ScholarAIでは実際に存在しない文献は
出ないですか？」というのは、これはそうです。
アーカイブ（arXiv）というコーネル大学が運営し
ているデータベースとか、幾つか信頼できるもの
だけを対象にそこから持ってきたものを使ってい
ますので、存在しない文献が出てくるというのは
ないです。

そして次のご質問ですが、「今後の学校教育で
は児童・生徒・学生に積極的にAIを学ばせ身に着
けさせる必要があるでしょうか、また具体的にど
のような知識や能力があるとよいでしょうか、お
考えをお聞きできると」ということで。これはど
ういうふうに学ばせるのかというところが非常に
大きいと思っているのですね。というのは、「AI
はこういうものです」というふうに固定化された
ものとして与えてしまうと、それは決定論的な考
え方につながってしまうと思うのですよ。「AIは
こうだから、いずれ社会はこうなるから、あなた
はこれをやらないといけないのですよ」みたいに
なってしまうと、それを受け取る人々のいろいろ
な創造性を奪ってしまうことにもなると思うので
すね。そもそもAIは、人間が機械とともにつくっ
ているものなのですよ。だから、つくられている
ものだというものを感触として持つというのは、
やはり大事なのではないかなと思うのですね。

今日の話の中で機械学習はどんな感じで進むの
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かという、すごいプリミティブな例だけを紹介し
ました。例えば翻訳も、すごく高精度で動くもの
をつくるというのはかなり大変なのですが、原理
的なものだったらもっと小規模なものとしてもで
きるのですね。そこで例えば、自分でデータを集
めてきてそれを学習してAIをつくることをやっ
てみることができるようなものはあるのですよ。
単に固定されたツールを使ってそれを覚えましょ
うというよりは、そういうものを使って自分の手
を動かしながら学んでいくみたいなことをしても
いいのかなとは思うのですよね。

例えばこれはTeachable Machine16 ）という、Google
が提供しているコンテンツの 1 つで、画像・音
声・ポーズを認識する、いわゆる識別系のAIを自
分でデータを集めて学習させて実際に動くものを
つくるところまでがウェブブラウザの上だけでで
きるものなのですね。例えばこういうものを使っ
てやってみると、AIという何か謎のブラックボッ
クスではなくて、「こういう仕組みでできている
のか」とか、「こういうふうにできているのだった
ら与えるデータ次第でバイアスって確かに起きる
よね」みたいなことが納得できるものになるので
はないのかなと思います。なので逆にいえば、ど
ういう教育プログラムとかを考えていくのかはこ
こから本当に重要なところなのではないのかなと
思います。

あと、もう 1 ついただいている質問で、「日本国
内で日本語を基本にした大規模言語モデルを開発
することはどのような意義があるのでしょうか」
ということで。これは例えばGPT-4――そして今
GPT-4.5が実はできているといううわさとかが
あったりするのですけれども――があればお金を
払って使えばいいじゃないかという考え方は一方
にはあると思うのですね。でもそうすると、自分
たちでそういうものをつくることを手放すことに
なってしまうと思うのですよ。もちろん 1 利用者
の立場としてはすでに使いやすいものとか性能的
にいいものがあればそれをただ使えばいいじゃな
いか、それが日本国内でつくられていようとアメ

16 ）　https://teachablemachine.withgoogle.com/

リカでつくられていようとどちらでもいいんじゃ
ないというのは考えとしてはあるとは思うので
す。けれども、日本語という世界的に見るとかな
りマイナーな言語の大規模言語モデルをそれぞれ
の文化圏でつくるというのはとても重要なのでは
ないかと思っています。テクノロジーはグローバ
ルなものだから別にどこでやっても同じじゃない
かという立場もあると思うのですが、やはりそれ
ぞれの文化圏の中でそれらをつくっていくダイ
バーシティーが重要じゃないかと思っています。
もちろん、今こういうモデルを開発すれば話題に
なるからということでねらってやっている例もあ
ると思うのですが、何しろ事実上OpenAIといいな
がらかなり独占されたものになっていたりするわ
けだし、それをまたマイクロソフトがうまくビジ
ネス化しているということもあって、かなり独占
度が高いということもあるので、そうではないオ
ルタナティブなものを持つというのは重要かなと
思います。

最後の質問で、生成AIに指示を出すプロンプト
が著作物として扱えるかというのは、結構難しい
問題なのです。さっきのディープラーニング協会
が出しているガイドラインにもしかしたら書かれ
ているのかもしれないのですが、これは著作物と
して考えるだけの内容があるかどうかで判断され
るのです。プロンプト自体が著作物と判断される
例は、今のところは少ないのかなと思います。で
も他方で、ある程度以上の複雑さを持ったプログ
ラムのコードは著作物として認められるというの
があったりするので、それと同じようなものだと
プロンプトをとらえれば著作物として考えるとい
うことはあり得ると思うのですね。実際、例えば
Stable Diffusionでも何でもいいのですが、画像生
成AIを使って自分が望むような絵を出そうとい
うのには、すごい細かいプロンプトのチューニン
グやすごい回数の試行が必要になったりとかする
と思うのです。そこに何らかクリエイティビティー
みたいなものを認めるべきだという議論もあるの
ですが、まだ一定の見解というところにはたどり
着いていないのではないかなと思うのです。いろ
いろなこういう分野を得意とされる弁護士の方も
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いらっしゃるのですが、人によってまだ意見が分
かれていると。なので、これは本当にケースバイ
ケースですが、今後そういった認識も変わってい
く可能性があるようなホットな話題といえるのか
なと思います。

ということでそろそろお時間ですので、もしま
だお答えできていないものでぜひというものがあ
れば、またチャットにでも書いておいていただけ
ればすき間時間などにお答えできるかもしれませ
ん。もしほかになければ、これにて質疑応答終了
とさせていただけたらと思います。
司会：

そうしましたら、ちょうど時間になっておりま
すのでこれで終了とさせていただいて、会場の皆

さま・聴衆の皆さま大丈夫でしょうか。
今回小林先生には、ChatGPTやAIについて背景

から現状、それから課題に関してまで幅広くお話
をいただきまして、個人的に大変面白いお話でし
た。質疑のほうにもありましたが、特に小さい子
どもさんとか――小さくなくてもなのですが――、
やはりいろいろ興味を持っておもちゃとして使っ
てみるとどんなものか何となくつかめて分かるの
かなと、個人的に最後の質疑のところを伺いなが
ら思っておりました。

先生には本当にありがとうございました。改め
まして皆さま、Zoomの拍手の機能などを使ってい
ただいて盛大な拍手をお願いできればと思います。
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実際，生成AIで論文が書けるのか？

●

❏

6

ChatGPT and Its Possible Impact on 
Library Reference Services. カレントア

ウェアネス
で紹介して
いた論文

背景情報

生成AIの利用を歓迎する雑誌もある

●

●

5

Generative artificial intelligence in 
Journal of Biological Chemistry. 

背景情報

お約束の
3か条

生成AIが論文捏造を加速させている

●

●

●

4

AI intensifies fight against paper mills 
that churn out fake research. 

背景情報

生成AIで論文を「書く」とは？

➔

➔

➔

3

はじめに

掲載にあたっての注意事項 2

注意事項
●

●

●

G
EN

ER
A
TI
V
E

ChatGPTを使って

IMRaD形式の原著論文が

書けるのかを試してみた件

ChatGPT を使って IMRaD形式の原著論文は書けるのか？
 

東邦大学医学メディアセンター大橋病院図書室　
  橋　本　郷　史

講 演 要 旨 第77回東海地区大学図書館協議会研究集会「大学図書館とAI、ChatGPT」（2023.10.11）
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ハシモトの立場のアンサー 12

　  どうなるとか分からない

●
●
●

橋本回答

図書館業界にどう影響する? 11

  AI等の技術が，図書館にどのような
  影響を与えるか，どう活用できるか?

どれがあり
そうか？？

業界影響

01 
生成系AIの
図書館への影響

Hi! I’m the CEO 
presentation 

template

文章生成AI操作の基本

生成系AIの図書館への影響01

02

IMRaD論文の作成例03

G
E
N
ER
A
TI
V
E

試しに架空IMRaD論文作ってみた
●

8

❏

❏

❏

架空論文
本講演要旨
末尾に掲載

生成AIで論文が書けると思うか？

●

●

7

➔➔ みんな印象や伝聞で話している
(=やったことがある人はいない)

➔➔ 論文とレポートは大分性質が違う

背景情報
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CoPilot(副操縦士)という例えは秀逸 18

●

●

● 人人間間=機機長長 AI=副副操操縦縦士士

副操縦士

実際の操作(2023年前半時点) 17

人人間間 AI
実際操作

文章生成AI操作の間違ったイメージ 16

間違印象
02 文章生成AI操作の基本

Hi! I’m the CEO 
presentation 

template

図書館業界で使ってる人といえば…… 14

●

●

偉大先人

ハシモトの立場から言えること 13

●
●

とりあえず使ってみては?

橋本提言
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●

●

❏

キャラ付け&プロンプト参考リンク 24

参考謝謝● 役割設定：

● 条件制約：

● 段階分割：

生成AIによる論文作成の概要 23

AIのキャラ付
け。会話内or
初期設定に埋
め込む。

作成概要

03 IMRaD論文の作成例

Hi! I’m the CEO 
presentation 

template

例:架空の読者レビューを作る_after 21

賞賛 100字程度
読者目線 3つ

ポジティブな変化

文章作例

指示(プロンプト)の仕方の一般事項 20

●

●

1) 役割設定
2) 条件制約
3) 例示
4) 段階分割

指示作法

例:架空の読者レビューを作る_before 19

長い!! そうじゃない

文章作例
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テーマ探索例(別アプローチ):答 30

主題探索

テーマ探索例(別アプローチ):問 29

！

主題探索

テーマ探索例:答 28

アイデア1: 

長所:

短所: 

主題探索

テーマ探索例:問 27

●
●
●
●
●

！

主題探索

論文を書かせる前の下準備

➔

➔

26

❏

❏

❏

論文準備

IMRaD論文の構成要素
❏ Intro

❏ Method
❏ Result
❏ Discussion

❏ 抄録
❏ タイトル

25

最後に作る。

構成要素
架空コメ
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導入:

方法:

テーマ決定&論文構造のおさらい:答1 36

論文構造

テーマ決定&論文構造のおさらい:問 35

！

論文構造

分析手法検討例(別アプローチ):答 34

適用性:

長所:

短所:

手法検討

分析手法検討例(別アプローチ):問 33

！

手法検討

分析手法検討例:答 32

ロジスティック回帰分析

コックス比例ハザードモデル

手法検討

分析手法検討例:問 31

！

手法検討
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Introductionの作成:問答 42

●
●
●
●
●

文章はそれっぽいが，
数値部分はいい加減だった

背景目的

Introductionの作成:答 41

●

●

●

背景目的

Introductionの作成:問 40

！

背景目的

今回の研究の想定
●
●

●

●

39

先行研究など
をもとに，適
当に設定しま

した。

研究想定

今回の研究の想定 38

●

●

●
適当に設定し
ました。

研究想定
結果: 

討論:

結論:

テーマ決定&論文構造のおさらい:答2 37

論文構造
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Resultの修正:問答 48

ふてくされ
気味？回答
もいまいち

結果記述

Resultの作成:答 47

[数値的結果(図表)]

ChatGPTが自ら示した数値的結果(表)の
要約としてはおかしい内容だった。

群間の年齢や性別etcの差は明らかではない。

結果記述

Resultの作成:問 46

！

結果記述

Methodの作成:問答

●
●

●
●

45

分析手法

Methodの作成:答

欠損データの取り扱い

サンプルサイズ計算 倫理的配慮
センシティビティ分析

44

この後，欠損データの取り扱いについて
の記述を追加するよう指示

分析手法

Methodの作成:問

●
●
●
●
●
●
●

43

！

分析手法
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ChatGPTでIMRaD論文は書けたか？

○
○
○
○
○

54

形式的には一応書けたが，そのまま
では論文としては全く使えない。

作成感想

引用論文確認 53

実在。タイト
ル的には引用
は妥当っぽく
見えるが，中
身は引用箇所
の根拠になっ
ていない。

非実在
(と思われる)

引用確認

タイトルの作成:問答 52

●
●

●
●
●
●

論題作成

抄録の作成:問答 51

抄録作成

Discussionの作成:問答 50

考察結論

Resultの修正:問答 49

結果記述
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おわりに
●

●

58

図書館での使い方を生み出すのは

図書館員
あなたがた・わたしたち

謝謝再見

ChatGPTで作れない論文=人社系？

❏

●
●
●

○

57

志賀直哉『灰色の月』のポリティクス / 加藤三重子
最近たまたま
読んだもの

人社論文

海外ガチ勢のChatGPTでの論文製作例

●
●
●

●

56

Scientists used ChatGPT to generate an entire 
paper from scratch - but is it any good?

プログラム
を作って

ChatGPTと
のやりとり
を自動化

海外作例

ChatGPTで論文を作って感じたこと
●
●
●

●
○
○
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➔➔ 手綱はしっかり握っておく必要がある
➔➔ ゼロから任せて書かせるものじゃない

結果や考察のセク
ションで，数値に
差があることはわ
かっても，その差
がどのような意味
を持つかはわかっ
ていなかった。

作成感想
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原原著著論論⽂⽂  

国際信州学院⼤学会誌. 2023 年 6 ⽉ 

うつ症状と筋力レベルが転倒リスクに影響を与える： 

脳卒中患者のリハビリテーションにおけるランダムフォレスト分析 
 

洞ヶ峠 温 
国際信州学院⼤学 理学部 

 
要要旨旨  

【⽬的】脳卒中患者のリハビリテーションにおける転倒リスク要因を明らかにする。 
【対象と⽅法】⽇本のある地域の病院で過去 5 年間に脳卒中で⼊院した 20,000 ⼈の患者を対象とし，ラ

ンダムフォレスト分析により転倒のリスク要因を探索した。 
【結果】分析結果から，「うつ症状の有無」と「筋⼒レベル」が転倒リスクに最も強く関与していること

が⽰された。 
【結論】これまでの研究では筋⼒レベルの影響が主に考えられていたが，うつ症状もまた重要な要素で

あることが⽰唆された。これらの結果は，脳卒中患者のリハビリテーションにおける転倒予防策の開
発に貢献する可能性がある。 

国国信信会会誌誌  1133((22))::2233--2266,,  22002233 

 
キキーーワワーードド：：脳脳卒卒中中，，転転倒倒リリススクク，，リリハハビビリリテテーーシショョンン，，ラランンダダムムフフォォレレスストト，，ううつつ症症状状  

 

ⅠⅠ..  ははじじめめにに  

 脳卒中は世界的に毎年約 1,400 万⼈が罹患し，⽣
存者の約 75％が何らかの障害を持つと報告されて
いる 1)。これらの患者の⼤多数はリハビリテーショ
ンを通じて機能回復を図るが，その過程で 30-60%
の患者が転倒を経験する 2)。これは怪我や転倒恐怖
症を引き起こし，リハビリテーションの進⾏を阻害
する 3)。 
 既知の転倒リスク要因としては，年齢，性別，平
衡感覚，筋⼒，認知機能などが挙げられる 4)。しか
し，これらの要因は通常線形的な相互作⽤を仮定し
ており，リスク要因の⾼次の相互作⽤や⾮線形的な
関係は⼗分に調査されていない 5)。 
 データ駆動型のアプローチを⽤いて，リスク要因
間の複雑な関係を明らかにすることはまだ課題で 

 
受付：2023 年 1 ⽉ 13 ⽇ 受理：2023 年 2 ⽉ 1 ⽇ 
 

ある 6)。そこで，本研究ではランダムフォレストと
いう機械学習⼿法を⽤いて，これらの複雑な相互作
⽤を探索する。これは，蓄積された医療データを活
⽤し，脳卒中患者の転倒リスク要因を包括的に把握
するための新たなアプローチである。 
 本研究の⽬的は，医療記録のビッグデータと機械
学習による分析を⽤いて，脳卒中患者のリハビリテ
ーション中の転倒リスク要因を探索的に分析する
ことである。 
 

ⅡⅡ..  ⽅⽅法法  

11..  研研究究デデザザイインンとと対対象象  
本研究は，ケース・コントロール研究で，過去に

脳卒中で⼊院した⽇本のある地域の病院の患者 2
万⼈を対象とした。データの取得期間は 2016 年 1
⽉ 1 ⽇から 2020 年 12 ⽉ 31 ⽇までで，対象となる
患者のデータは，病院の電⼦医療記から取得した。 
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表 1. 参加者の特徴 

  
全体 

(n=20,000) 
転倒群 

(n=6,000) 
⾮転倒群 

(n=14,000) 
年齢，±SD 69.8±7.9 70.5±8.3 68.2±7.6 
性別 (%男性) 10,458(52.3) 3,276(54.6) 7,182(51.3) 
筋⼒レベル，±SD 3.2±0.7 2.3±0.8 3.5±0.6 
視⼒障害 (%有) 2,326(11.6) 912(15.2) 1,414(10.1) 
うつ症状 (%有) 3,956(19.8) 1,884(31.4) 2,072(14.8) 
めまい (%有) 4,590(23.0) 1,608(26.8) 2,982(21.3) 
BMI，±SD 23.9±3.1 23.5±3.2 24.1±3.0 
認知障害 (%有) 2,948(14.7) 1,044(17.4) 1,904(13.6) 
糖尿病 (%有) 3,984(19.9) 1,338(22.3) 2,646(18.9) 

⽋損デ―タが存在した場合，そのデータを除いて解
析を⾏った。対象者は，診断時に脳卒中と診断され，
その後リハビリテーションを受けた患者である。対
象者を，⼊院時から退院までの期間に転倒の記録が
あるかどうかで 2 群に選別した。 
 
22..  変変数数  
 ⽬的変数として「転倒有無」を設定し，説明変数
として「年齢」「性別」「筋⼒レベル」「視⼒障害の
有無」「うつ症状の有無」「めまいの有無」「BMI」
「認知障害の有無」「糖尿病の有無」を設定した。
これらの説明変数はすべて患者がリハビリテーシ
ョンを開始する時点のものである。また，「筋⼒レ
ベル」は専⾨的な理学療法⼠による評価に基づき、
「視⼒障害」「うつ症状」「めまい」「認知障害」「糖
尿病」は診断情報に基づいて定義した。 
 
33..  統統計計解解析析  
 ランダムフォレスト分析を⽤いて転倒のリスク
要因を評価した。このアプローチは，多変量相互作
⽤と⾮線形のリスク要因を検討するのに適してい
る。ランダムフォレスト分析のパラメータは，ツリ
ー数を 500 とし，各ノードで考慮する変数の数を
変数の数の平⽅根とした。変数の重要度は，平均的
な不純度の減少に基づいて評価した。 

 す べ て の 統 計 解 析 は R Version 4.2.1 （ R 
Foundation for Statistical Computing）を使⽤して
⾏った。p 値<0.05 を統計的に有意とした。 
 
44..  倫倫理理  
 本研究は，該当する病院の倫理審査委員会の承認
を得て実施した。個⼈情報はすべて匿名化した。 
 

ⅢⅢ..結結果果  

11..  参参加加者者のの特特徴徴  
 脳卒中で⼊院した 20,000 ⼈の患者の内，転倒を
経験した患者は 6,000 ⼈であった。転倒群と⾮転倒
群の基本的な特徴を表 1 に⽰す。 

年齢，性別，BMI は両群で⼤きな差はなかった。
視⼒障害，うつ症状，めまい，認知障害，糖尿病に
ついては，転倒群の⽅が割合が⾼くなる傾向にあり，
特にうつ症状で差が⼤きかった。また，筋⼒レベル
は転倒群のほうが低かった。 
 
22..  ラランンダダムムフフォォレレスストト分分析析のの結結果果  
 ランダムフォレスト分析を⽤いて転倒のリスク
要因を評価した。変数の重要度を評価したところ，
「うつ症状の有無」と「筋⼒レベル」が最も⾼い影
響⼒を持っていた（図 1）。 
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図 1. ランダムフォレスト分析の変数の重要度 
 
33..  モモデデルルのの精精度度  

ランダムフォレストモデルの精度は，10-fold ク
ロスバリデーションにより確認した。モデルの平均
精度は 0.85 で，この結果はモデルが転倒リスクの
予測に⾼い精度を持っていることを⽰している。こ
の結果から，脳卒中患者における転倒リスクの予測
に有⽤な要素を特定することが可能であった。 
 

ⅣⅣ..考考察察  

 本研究では，脳卒中患者のリハビリテーションに
おける転倒のリスク要因をランダムフォレスト分
析により評価した。結果として，「うつ症状の有無」
と「筋⼒レベル」が転倒リスクに最も⼤きく寄与し
ていることがわかった。 
 以前の研究では，「筋⼒レベル」が脳卒中患者の
転倒リスクに関与すると報告されており，本研究の
結果もこれを⽀持する。⼀⽅，「うつ症状」の影響
についてはこれまであまり⾔及されてこなかった。 

筋⼒の低下が脳卒中患者の転倒リスクを増加さ
せる要因であることは想像に難くない。うつ症状は
⾝体的機能に影響を及ぼし，また，平衡感覚や集中
⼒の低下を引き起こす可能性がある。このため，う
つ症状が転倒リスクを⾼めると考えられる。 

本研究の新たな発⾒は，「うつ症状の有無」が転
倒リスクに⼤きく関与するということを明らかに
したことである。この結果から，うつ症状の管理が
脳卒中患者の転倒リスクを低減する上で重要であ
ることが⽰唆された。 
 本研究の限界としては，すべての患者が⽇本の特
定の地域の病院から選ばれたことがあげられる。こ
れにより，地域や病院の特性が結果に影響を及ぼす
可能性がある。また，他の未測定の要因が転倒リス
クに影響を及ぼす可能性も排除できない。 
 

ⅤⅤ..  結結論論  

 本研究は，脳卒中患者のリハビリテーションにお
ける転倒リスクを評価し，「うつ症状の有無」と「筋
⼒レベル」が重要なリスク要因であることを⽰した。
この結果は，リハビリテーションの計画と評価を改
善する上での参考となりうる。将来的には，これら
の要因を考慮に⼊れた転倒予防策の開発が求めら
れる。 
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大学図書館、変わるコト、変わらないコト
 

中央大学　文学部　教授　
  小　山　憲　司

講 演 要 旨 東海地区大学図書館協議会「図書館職員基礎研修（第 9 回）」（2023.11. 9 ）

1．はじめに
筆者が大学図書館員として東京大学附属図書館

に入職したのは平成 9 年、1997年のことである。
最初に配属されたのは附属図書館情報サービス課
書庫閲覧掛で、本郷キャンパスにある総合図書館
の書庫資料を扱う部署であった。書庫に入庫でき
るのは大学院生以上で、学部（学士課程）学生や
学外者が書庫資料を閲覧するためには閲覧請求票
に記入し、筆者ら掛員に出納してもらう必要が
あった。書庫資料の貸出はマニュアル方式であ
り、厚紙でできた貸出カードと貸出票によって貸
出管理が行われていた。

総合図書館の 3 階、4 階には開架閲覧室があり、
開架資料は開架閲覧掛が担当していた。 1 階の書
庫閲覧カウンターとは別に、 3 階に開架閲覧カウ
ンターがあり、そこで貸出や返却が行われてい
た。開架資料は図書館システムによる貸出であっ
たが、バーコードではなくOCRが使用されていた。

東 京 大 学 に 図 書 館 シ ス テ ムLILIPUT（Local 
Integrated Library Information System Project, 
University of Tokyo）が導入されたのは1986（昭和
61）年である 1 ）。同年 7 月にはOPACも公開され
た。LILIPUT-OPACはCUI（Character User Interface）
で、メニュー方式とコマンド方式の二種類のイン
タフェースを備えていた。筆者が入職した1997年
当時も同様の仕様であった。

翌1998年 7 月、図書行政商議会による『附属図
書館改善計画―よりよい利用者サービスの実現を
目指して―』が公表された 2 ）。その柱の 1 つに図
書館の電子化が謳われ、1999年 4 月に大型計算機
センター、教育用計算機センター、附属図書館の
一部が統合され、情報基盤センターが設立され
た。情報基盤センターに図書館電子化部門が組織

され、図書館情報掛、デジタル・ライブラリ掛、
学術情報リテラシー掛の 3 掛体制になった。同時
に、図書館電子化研究部門も置かれ、研究と実務
の両面でデジタル・ライブラリーの実現が志向さ
れた。

同じ年の1999年10月にWebOPACが公開された。
CUIからウェブブラウザを用いたGUI（Graphical 
User Interface）への移行である。筆者は移行後、し
ばらくはTelnetでLILIPUT-OPACに接続していた
が、次第にWebOPACの利用が当たり前となって
いった。

ここまでの記述に疑問を持たれた読者は多いか
もしれない。筆者のキャリアを単に紹介したに過
ぎないからである。しかし、このように記してみ
ると、筆者のキャリアは紙から電子へ移行する端
境期であったことを実感する。2000年前後を境に
して、学術コミュニケーションの電子化が加速度
的に進むのである。そこで本稿では、一大学図書
館員としてスタートした筆者のキャリアを背景と
して、大学図書館の来し方を振り返ることで、今
後の大学図書館のありようを検討する材料を提供
したい。

2 ．変わりゆく大学図書館
表 1 は、1980年以降の大学図書館に関する主な

できごとを記した略年表である。世紀の変わり目
である2000年は、Googleが日本で検索エンジンを
公開した年にあたる。それ以前の1996年、1997年
には各社が電子ジャーナルサービスを開始してい
る。また、2004年には国立情報学研究所がCiNiiを、
GoogleがGoogle Scholarをそれぞれ公開した。そし
て、2007年にアップルがスマートフォンの代名詞
と言えるiPhoneを発売した。

− 37 −



学術情報環境の電子化が進みつつある当時の状
況を著した図書に『変わりゆく大学図書館』（逸村
裕, 竹内比呂也編著, 勁草書房, 2005）がある 3 ）。版
元である勁草書房のウェブサイトでは本書を「緊
急の課題をとりあげ、少子化、学際化、国際化な
ど大学をめぐる環境の変化の中での大学図書館の
役割を探る。発展のための指針を示す。」と紹介し
ている 4 ）。

それから約10年後の2014年に、本書の編著者の
一人である竹内比呂也千葉大学副学長、附属図書
館長、アカデミック・リンク・センター長は『大
学図書館研究』100号記念特集号で「大学図書館は
変わり続けることができるのか：大学図書館をめ
ぐる状況に関する一つの考察」という論考を寄せ
ている 5 ）。それは次のような一文で始まる。「今日
の大学図書館は、明日の大学図書館ではない。」ま

表 1　大学図書館関係略年表
年 大学図書館関係 社会情勢

1980 学術審議会「今後における学術情報システムの在り方について（答申）」
図書館の電算化、資源共有

1985 目録所在情報サービス（NACSIS-CAT）運用開始
1987 大学図書館実態調査にて、図書館の電算化の項目設定

1993

学術審議会...「大学図書館機能の強化・高度化の推進について（報告）」ILL、
情報処理センターとの協力
日本図書館協会利用者教育委員会設置
情報検索基礎能力試験開始

商用インターネット開始

1994 図書館間相互貸借システム（NACSIS-ILL）運用開始
1995 Windows95発売

1996 学術審議会「大学図書館における電子図書館的機能の充実・強化について（建議）」
電子図書館機能の充実

PubMed開始
Academic Press、IDEAL開始
Springer、SpringerLink開始

1997 電子図書館関係予算措置（～2000） Elsevier、ScienceDirect開始
2000 Google、日本でのサービス開始
2001 省庁再編により文部科学省設置

2002

科学技術・学術審議会...「学術情報の流通基盤の充実について（審議のまとめ）」
電子ジャーナル、学術情報発信
学術情報基盤実態調査にて、電子ジャーナルの項目設定
千葉大学に機関リポジトリ設置
ブダペスト宣言

2004 CiNii開始 Google Scholar開始

2006 科学技術・学術審議会...「学術情報基盤の今後の在り方について（報告）」
電子ジャーナル、機関リポジトリ

2007 アップル、iPhone発売

2008 中央教育審議会「学士課程教育の構築に向けて（答申）」
学術情報基盤実態調査にて、機関リポジトリの項目設定

2009 科学技術・学術審議会...「大学図書館の整備及び学術情報流通の在り方について
（審議のまとめ）」電子ジャーナル、オープンアクセス、機関リポジトリ

2010 科学技術・学術審議会...「大学図書館の整備について（審議のまとめ）−変革 
する大学にあって求められる大学図書館像−」学習支援、教育支援、研究支援 アップル、iPad発売

2012 学術情報基盤実態調査にて、アクティブラーニングスペースの項目設定

2013 科学技術・学術審議会...「学修環境充実のための学術情報基盤の整備について
（審議まとめ）」学修支援

2020 科学技術・学術審議会...「コロナ新時代に向けた今後の学術研究及び情報科学 
技術の振興方策について（提言）」

2022 OpenAI、ChatGPT公開

2023 科学技術・学術審議会...「オープンサイエンス時代における大学図書館の在り方
について（審議のまとめ）」DXと大学図書館

− 38 −



た、抄録には「電子情報環境下において大学図書
館はかつてない厳しい競争にさらされており、こ
れまでの図書館の価値は相対的に低下している。」
ともある。『変わりゆく大学図書館』刊行から10年
の間にさらに大きな変化が起きたであろうことは
想像に難くない。ちょうどこの時期は機関リポジ
トリが普及するとともに、ラーニングコモンズが
整備され、学修・教育支援に注目が集まった時期
であった。

当該論文の冒頭で竹内氏は、2013年10月に開催
された大学図書館シンポジウムに登壇したリッ
ク・アンダソン氏（ユタ大学図書館副館長）の発
言に触れている。筆者も本シンポジウムに運営者
の一人として携わったが、そこで印象に残ってい
るのは「図書館の覇権に終止符（Library hegemony 
comes to an end）」と紹介したスライドである。そ
こには次のような項目が列挙されていた 6 ）。

・ 情報単価が大幅に低下（Massive drop in unit 
price of information）

・ 探索しやすさが飛躍的に向上（Radical 
increase in ease of finding）

・ レディレファレンスは社会的な活動に
（Ready reference becomes a social exercise）

・ 全文検索により書誌レコードは不要に
（Full-text searching obviates the proxy record）

・ 事実上（多くの人びとにとって）いつでも
どこでも利用可能に（Access （for many） 
becomes virtually ubiquitous）

・ その一方で、図書館員は（オープンアクセ
スを実現しようと）躍起になり、自らの情
報仲介者としての役割を弱体化させようと
している（Meanwhile, librarians working busily 
to undermine their own role as brokers （OA））

こうした現状認識の先になにがあるか、またな
にを目指すかについて、竹内氏は次のように本論
文で指摘し、締めくくっている 7 ）。

変わり続けることこそが、今日の大学図書
館にとっての最大の使命と言えるかもしれな

い。その方向は既に示されている。変わるこ
とで、これまで大学図書館が維持してきた、
知識を保存、継承し、新しい知識を生み出す
ために使われる新しい環境を具体的に示して
いくことになるのである。そこで働き続ける
専門家は大学図書館員とは呼ばれないかもし
れない。またその時に大学図書館と呼ばれる
場所は小さくなっているかもしれない。しか
し、知識が保存され、利用が保証され、そし
て新しい知識を生み出すためにそれらが使わ
れる環境が構築されるのであれば、そうなっ
てもいいではないか。なぜなら、新しい環境
には大学図書館のDNAがまぎれもなく刻印
されているからである。

さらにその約10年後の2023年 1 月には、竹内氏
は科学技術・学術審議会情報委員会オープンサイ
エンス時代における大学図書館の在り方検討部会
の主査として「オープンサイエンス時代における
大学図書館の在り方について（審議のまとめ）」を
とりまとめた。電子的情報環境はもはや当たり前
であり、新型コロナウイルス感染症によるパンデ
ミックも相まって変容した新たな社会で、大学図
書館はこれからどのような方向に進むべきかを問
うた政策文書である。

審議のまとめを受け、竹内氏を主査とする
「2030デジタル・ライブラリー」推進に関する検討
会が2024年 6 月に設置された。これまでよりも短
い 6 年で、大学図書館は今後どのように変わるの
であろうか。

3 ．学術コミュニケーションの電子化と大学図書館
3.1　大学図書館と電子化
⑴　図書館業務の電子化

過去四半世紀の大学図書館の歴史を紐解くと、
その変化は紙から電子へという単なるメディアの
変化にとどまらないことは明らかであろう。で
は、学術コミュニケーションの電子化は大学図書
館にどのような変化をもたらしたのであろうか。
また、大学図書館になにを求めているのであろう
か。
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図 1 は、大学図書館の機能を図式化したもので
ある。このうち、世の中にあるさまざまな情報源

（図の左）の中から、その図書館に必要な資料を収
集し、整理し、コレクションとして保存、管理し
て利用者に提供することが図書館の最も基本的な
機能である。

日本の大学図書館では1990年前後まで、コレク
ションの検索ツールとしてカード目録を維持、管
理してきた。筆者が大学に入学した1990年当時、
図書館に入ってすぐのフロアにカード目録のケー
スが整然と並んでいた光景を今でも忘れることが
できない。

同時期に図書館の業務が次第にコンピュータを
用いた処理に変わっていった。当時はこれを機械
化、電算化と呼んでいた。個々の業務の機械化に
始まって、資料の収集から管理まで処理する図書
館システム（Integrated Library System、ILS）が導
入されるようになった。このうち、目録業務は
1980年 1 月の学術審議会「今後における学術情報
システムの在り方について（答申）」を受けて、
1985年に立ち上げられた目録所在情報サービス

（NACSIS-CAT）によって業務の効率化、簡便化が
進められた。また、NACSIS-CATによって作り上

げられる総合目録データベースを活用した図書館
間相互貸借システム（NACSIS-ILL）が1994年に稼
働し、書誌ユーティリティとしての機能が実現さ
れた。

目録業務の電子化は職場にも大きな変化をもた
らした。図 2 は、全国の大学図書館職員の職務別
人数の変化を表したものである。2000年に最も多
かったのは閲覧を担当する臨時職員で、業務全般
を担う専任職員が続いた。それに次いで多かった
のが整理担当の専任職員で1,366人いたが、2020年
には341人と 4 分の 1 にまで減少した。整理を担
当する臨時職員も大きく減少しており、図書館業
務の花形とも言われた目録業務は、人数という観
点からは中心的な業務ではなくなった。

⑵　エンドユーザー検索と情報リテラシー教育
目録業務の電子化は、検索ツールとしての目録を

カード目録からオンライン閲覧目録（Online Public 
Access Catalog、OPAC）へと移行させた。1993年
の商用インターネット開始、1995年のWindows95
の発売により、インターネットが身近なものに
なっていった。インターネットの基盤とも言える
ウェブ技術の発展により、OPACはウェブブラウ

図 1　大学図書館の機能
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ザ を つ う じ て 検 索 す るWebOPACに な っ た。
MEDLINEをはじめとするデータベースもウェブ
仕様となった。ウェブの特性を生かし、貴重資料
をはじめとする資料を電子化して公開する電子図
書館も志向されるようになった。

検索ツールが電子化され、ウェブに移行したこ
とにより、エンドユーザー、すなわち情報の利用
者自身が簡便に情報を検索できるようになった。
1993年に日本図書館協会に図書館利用教育委員会
が設立される一方、情報科学技術協会は大学生や
一般社会人の基礎的検索能力を問う情報検索基礎
能力試験を開始した。その後、図書館利用教育委
員会は1998年に『図書館利用教育ガイドライン：
大学図書館版』8 ）を、2001年に『図書館利用教育
ガイドライン：図書館における情報リテラシー支
援サービスのために』合冊版 9 ）を刊行した。図書
館を取り巻く環境の電子化が従来の図書館利用教
育から情報リテラシー教育へというように、新た
なサービスの展開をもたらした。

⑶　一次資料の電子化とディスカバリーサービス
情報通信技術の急速な発展により、学術情報の

電子化は書誌レコードから、一次資料の電子化に
進んだ。1990年代後半に開始された学術出版社の
電子ジャーナルサービスを皮切りに、利用者は自
宅や研究室に居ながらにして学術情報を入手でき

るようになった。
その結果、図書館には 2 つの役割が期待され

た。 1 つは契約した電子資料を適切に管理するこ
とであり、もう 1 つは利用できる電子資料へ適切
にナビゲートすることである。前者の解決にあ
たっては電子情報資源管理システム（Electronic 
Resources Management System、ERMS）が、後者に
はリンクリゾルバーや電子資料A-Zリスト、ディ
スカバリーサービスがそれぞれ導入された。

⑷　オープンアクセスと機関リポジトリ
一次資料の電子化は、伝統的な大学図書館の機

能にも変化を促した。これまで世の中にある情報
源の中から必要とされる情報を収集、整理、保存、
管理し、利用者に提供してきたビジネスモデルか
ら、図書館自らが学内の研究者の研究成果を収
集、整理、保存、管理し、世の中に発信するとい
う役割をも担うようになった。その実現にあたっ
て開発された機関リポジトリは元々、商業出版社
による学術コミュニケーションの独占化を阻止
し、研究者にその主導権を取り戻すオープンアク
セス運動の帰結の 1 つであった。日本では2002年
に設置された千葉大学の機関リポジトリを嚆矢と
して、政策も後押しした結果、世界でも有数の機
関リポジトリ大国となった。

図 2　大学図書館職員の職務別人数
（出典：『学術情報基盤実態調査結果報告』文部科学省の各年度版から該当データを参照し作成）
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3.2�　学術コミュニケーションの電子化がもたらした
こと

3.1で述べたことがすべてではないが、大学図書
館はその時どきの社会情勢に合わせて、変化を遂
げてきた。その結果、なにがもたらされたのであ
ろうか。

一次資料が電子化されれば、図書館に足を運ば
なくても済む。その結果は入館者数に表れるであ
ろう。

図 3 は一大学あたりの入館者数を示したもので

ある。2020年の急減は新型コロナウイルス感染症
パンデミックによるものであるが、2019年までは
比較的緩やかな減少であった。2008年の中央教育
審議会「学士課程教育の構築に向けて（答申）」、
2010年の科学技術・学術審議会学術分科会研究環
境基盤部会学術情報基盤作業部会「大学図書館の
整備について（審議のまとめ）−変革する大学に
あって求められる大学図書館像−」など学修・教
育支援が政策に謳われたこと、加えて国立大学で
耐震改修に合わせて、ラーニングコモンズをはじ

図 4　ラーニングコモンズの設置数と設置率
（出典：“大学における教育内容等の改革状況について”文部科学省の平成23年度から令和 3 年度の該当データを参
照し作成。なお、2016年度以降はアクティブラーニングスペースとして調査されている。）

図 3　一大学あたりの入館者数
（出典：『日本の図書館：統計と名簿』日本図書館協会の各年度版から該当データを参照し作成）
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めとするアクティブラーニングスペースが整備さ
れたことなどがその要因として考えられる（図 4 ）。

他方、学生一人あたりの貸出冊数は横ばいから
減少に向かいつつある（図 5 ）。文献複写依頼

（ILL）に至っては、2001年に約134万件であった
依頼件数が2021年には約40万件と 7 割以上の減少
となった（図 6 ）。この間、全国の大学図書館資料
費の総計はほとんど変わらないが、その内訳を見
ると、2005年に483億円であった冊子体の図書や雑
誌経費が2021年には232億円と半減した。これに

対し、電子資料は、2005年に91億円であった電子
ジャーナル経費が2021年に329億円に、電子書籍
なども合わせると452億円と、2005年当時の冊子体
資料の経費と同程度の額にまで増加した（図 7 ）。
加えて、近年ではオープンアクセスの資料が増え
ていることから、電子的に学術文献を入手できる
環境は着実に向上してきていることが推察される。

4 ．まとめ
ここまで述べてきた大学図書館の機能と役割の

図 6　文献複写依頼（ILL）件数
（出典：『学術情報基盤実態調査結果報告』文部科学省.の各年度版から該当データを参照し作成）

図 5　学生一人あたりの貸出冊数
（出典：『学術情報基盤実態調査結果報告』文部科学省.の各年度版から該当データを参照し作成）
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変容に関して、本稿のタイトルでもある変わるコ
トと変わらないコトの 2 つの観点からまとめてみ
たい。

4.1　大学図書館の変わるコト
⑴　情報技術の急速な発展

1993年インターネットの商用利用開始、1995年
Windows95の発売、2000年Googleの登場、2007年
iPhoneの発売など、約30年の間に図書館はもちろ
ん、私たちの社会そのものが大きく変わってきた。
1990年代に進められた貴重資料の電子化をはじめ
とする電子図書館プロジェクトは、それまで閲覧
することのできなかった資料を閲覧できるように
したという点で、その意義が失われることはない。

しかし、デジタルカメラの性能、インターネッ
トの転送速度など、現在と比べると当時の情報技
術は非常に貧弱であったため、快適な利用環境と
は言えなかった。高速、大容量通信の代名詞であ
る光ファイバー（Fiber to the Home、FTTH）が普
及し始めるのは2005年前後のことである10）。大学
図書館に限らず、その機能や役割の変化は、こう
した情報技術に大きく依存している。他方、新し
い技術を先取りして、新たなサービスを開発、提
供してきた大学図書館の姿勢は注目すべき点であ
る。

⑵　学術コミュニケーションの電子化
学術コミュニケーションの電子化は最早当たり

前の状況となった。2000年前後から普及し始めた
商業出版社による電子ジャーナル、略年表には記
さなかったが国立大学図書館協会コンソーシアム

（JANULコンソーシアム、2000年設立）、公私立大
学図書館コンソーシアム（PULC、2003年設立）、
大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE、2011
年発足）の各団体による電子ジャーナル契約にか
かる出版社等との交渉活動、オープンアクセスを
推進する政策や研究助成団体の方針など、さまざ
まな関係者と要因が重なりあって、学術コミュニ
ケーションは電子的な学術情報基盤の上に移行し
つつある。

それは、研究者をはじめとする利用者が望んだ
世界であるかもしれないし、利用者は出現した世
界に合わせているだけなのかもしれない。いずれ
にしても、学術情報の利用者もまた、こうした電
子化した環境の中で研究や学習を当然のごとく
行っていることにすべての大学図書館関係者は注
視する必要がある。

⑶　高等教育を取り巻く社会の変化
教育基本法や学校教育法によれば、高等教育機

関である大学の使命は教育、研究、社会貢献の 3

図 7　大学図書館資料費
（出典：『学術情報基盤実態調査結果報告』文部科学省.の各年度版から該当データを参照し作成）
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つである。このうち、教育は21世紀に入ってから
教育のパラダイム変換とも言える変化を遂げた。
すなわち、教育から学習へ、教員中心から学生中
心へという転換である。その結果の 1 つがラーニ
ングコモンズへの注目であったと考えることがで
きよう。

最近では、先にも触れたが、2023年に公表され
た科学技術・学術審議会情報委員会オープンサイ
エンス時代における大学図書館の在り方検討部会

「オープンサイエンス時代における大学図書館の
在り方について（審議のまとめ）」を受けて、同年
に「2030デジタル・ライブラリー」推進に関する
検討会が設置され、審議のまとめに謳われたデジ
タル・ライブラリーの2030年までの実現を目指し
て検討が行われている。この検討会の主題は大学
図書館であるが、大学図書館も大学の一組織であ
る以上、大学の使命を実現する大学図書館のあり
ようを検討しなくてはならない。同時に、この検
討会は大学図書館職員も委員として参加するな
ど、大学図書館実務とも密接に連携している。こ
こでの議論が大学図書館職員の方の身近な話題に
なることを期待したい。

4.2　大学図書館の変わらないコト
再び 2 章で触れた竹内氏の論文を取り上げてみ

よう。「変わることで、これまで大学図書館が維持
してきた、知識を保存、継承し、新しい知識を生
み出すために使われる新しい環境を具体的に示し
ていくことになるのである。」の一文に注目する
と、「知識を保存、継承し、新しい知識を生み出す
ために使われる」環境こそがこれまで大学図書館
が変わることで維持してきたその本質であり、

「大学図書館のDNA」であると解釈できよう。
DNAは環境要因などにより変化することもある
が、その変化を考慮してもなお、大学図書館の本
質は知識の保存と継承であり、新しい知識を生み
出す基盤づくり、環境づくり、あるいは環境その
ものであると考えることができる。

では、これを踏まえて、大学図書館の変わらな
いコトとは具体的にはどのような機能や役割、活
動が該当するであろうか。筆者が考えたのは書誌

コントロール、特殊コレクション、そして情報リ
テラシーの 3 つである。

1 つ目の書誌コントロールは、利用者が求める
情報にアクセスできるようにする必要な活動すべ
てのことを指す。これを実現するためには、世の
中にどのような情報があるかが検索できる必要が
あるし、その情報への道筋を示す必要がある。筆
者が参加するこれからの学術情報システム構築検
討委員会では、利用者が欲しい情報をワンストッ
プで検索、利用できる統合的な発見環境の構築を
第 1 の目標に掲げている。そのために、メタデー
タを豊かにすることに加え、そのメタデータを上
手に活用することで利用者が必要な情報にたどり
着けるサービスを充実させたり、サービスを展開
するための基盤開発に取り組んだりしている。

2 つ目は特殊コレクションである。図書館で扱
う多くのものは複製物であり、複数の図書館で所
有されることが少なくない。他方、複製物である
が少数の図書館でしか所蔵していない、あるいは
その大学ならではの情報も存在する。こうした希
少な資料、オリジナルな資料にもアクセスできる
ようにする必要がある。その意味で、特殊コレク
ションは大学図書館にとって重要な鍵になるコン
テンツである。

3 つ目が情報リテラシーである。ここで敢え
て、情報リテラシー教育や情報リテラシー支援と
表現しなかったのは、情報リテラシーにかかる多
様な活動をすべて包括する言葉を思いつくことが
できなかったためである。情報リテラシーは、学
生への教育はもちろん、研究者と伴走しながら行
う研究支援にも関わる幅広い活動である。例え
ば、研究データ管理は研究者が主導して、図書館
員が支援するという体制になるかもしれない。著
作権に関しては、これまでの活動から図書館員に
一日の長があると考えられる。研究評価はリサー
チ ア ド ミ ニ ス ト レ ー タ ー（University Research 
Administrator、URA）が大学全体に目配せをしな
がらも、そのためのデータ収集や分析、個々の評
価活動は研究者や図書館員に関わる領域でもあ
る。学術情報を扱う技術、技能、素養といった情
報リテラシーは、大学図書館にとって譲ることの
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できない大切な視点であると考える。

5 ．おわりに
本稿では、筆者の大学図書館員としてのキャリ

アを振り返りながら、今日に至るまでの大学図書
館の変化を社会的な背景を交えながら検討してき
た。今後の大学図書館の機能や役割、使命を考え
る上での検討材料に加えていただけたら幸いであ
る。

なお、ここに記したことが大学図書館にかかる
話題やできごとのすべてではないし、筆者の思い
違いもあるかもしれない。その責任は筆者にある
ことをお断りしておく。
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本稿は東海地区大学図書館協議会が主催した
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LLiibbrraarryy  aanndd  DDiiggiittaall  TTrraannssffoorrmmaattiioonn..  

三重大学 花原 稔

DXと図書館サービス
 

三重大学附属図書館　
  花　原　　　稔

講 演 要 旨 東海地区大学図書館協議会「図書館職員基礎研修（第 9 回）」（2023.11. 9 ）
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ＤＸの導入事例の説明

案件ごとの導入事例は具体性が高く再現性が低い

各館のもつ課題は様々で求められる各論が異なる

ＤＸの活動全体で

大事にした点を講義する

折角なら多くの人に
役立つ内容にしたい
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大学図書館とは？ ─ コレクションについて

参考 図書館へ行こう インターネット時代の情報活用入門 ポルケ製作（ 情報の達人 第 巻）紀伊國屋書店

図書 雑誌 新聞 電子資料

図書館では、どんな種類もすべて「資料」と呼ぶ

コレクション（蔵書）
資料のまとまりのこと。
その館の利用者のために選び抜かれるものなので、同じ『大学図書館』でも
学部・学科の構成や、目的や特徴などが違えば、コレクションも異なる。

大学図書館とは？ ─ 大学図書館と公共図書館の違い

大 学 図 書 館 公 共 図 書 館

対象者

学生・教員・職員 など

コレクション

学術的・専門的な

資料が中心

対象者

地域の住民すべて

コレクション

趣味・教養・娯楽・

実用などの資料が中心

参考 図書館へ行こう インターネット時代の情報活用入門 ポルケ製作（ 情報の達人 第 巻）紀伊國屋書店

大学図書館とは？ ─ そもそも図書館とは

人間の知的生産物である記録された知識や情報を収集，組織，保存し，人々の要

求に応じて提供することを目的とする社会的機関．図書館は，通時的に見るなら

ば，記録資料の保存，累積によって世代間を通しての文化の継承，発展に寄与す

る社会的記憶装置であり，共時的には，社会における知識や情報の伝播を円滑に

するコミュニケーションの媒介機関としての役割を果たす．今日，図書館は，歴

史的，社会的，制度的な文脈において形成されてきた固有の使命に基づいて，公

共図書館，学校図書館，大学図書館，専門図書館，国立図書館などの各種図書館

として機能している．なお，「図書館法」にいう「図書館」は公共図書館を指す．

『図書館』と一口に言っても、様々である。

引用 図書館 図書館情報学用語辞典第 版 参照

大学図書館とは？

本日の講義内容

大学図書館とは？

利用者サービス

資料の整理

図書館の運営

分

東海地区大学図書館協議会
図書館職員基礎研修（第９回）

業務全般
丸善雄松堂株式会社

尾関祐司

令和５年１１月９日（木）

業務全般
 

丸善雄松堂株式会社（名城大学附属図書館）　
  尾　関　祐　司

講 演 要 旨 東海地区大学図書館協議会「図書館職員基礎研修（第 9 回）」（2023.11. 9 ）
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利用者サービス
カウンター業務、レファレンスサービス、利用教育を中心に

大学図書館とは？ ─ 業務一覧（一部）

利用者サービス 資料収集・受入・整理 企画・広報活動 庶務・事務

貸出・返却・予約

レファレンス

対応・紹介状発行

オリエンテーション

ガイダンス・利用案内

延滞・督促対応

紛失・弁償対応

各種問い合わせ対応

開館・閉館作業

配架・書架整理

資料複写対応

分館配送手配

書庫出納・入庫管理

館内巡回

学外者対応 など

選書・発注・受入・検収・装備

や のデータ登録

リクエストの受付

欠号・未着のクレーム処理

製本発注

汚破損資料の修理

不明図書の調査

除籍・除却の処理

指定・シラバス図書の整備

新聞整理・廃棄

リポジトリ登録

台帳や原簿の作成・管理

購読雑誌の継続検討・確認

資料の電子化対応

電子資料の管理 など

オープンキャンパス企画運営

サイト・ の管理更新

ポスターの作成・掲示

館内案内の作成・掲示

パスファインダー作成

展示企画・イベント運営

データベース講習会の実施

研修会の開催・参加

図書館刊行物の作成・発行

図書館見学会の開催・対応

学外業務

キャラクターを活用した

など

物品発注・検品・支払

備品・施設設備の保守管理

図書館システムの契約・管理

システム更改等の対応

・リース契約等更新手続

統計作成

相殺金支払処理

会議資料・議事録作成

予算管理

規則制定・改廃

マニュアル作成・更新

著作権等権利確認・許諾処理

勤怠管理

郵便・宅配物対応

など

❚
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❚

❚

❚

❚

❚

❚

❚

❚
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❚

❚

❚

❚

❚

❚

❚

❚
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❚

❚

❚

❚

❚

❚
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❚

❚

❚

❚

❚

❚

❚

❚

❚

❚

❚

❚

❚

大学図書館とは？ ─ 業務内容

利用者サービス 資料収集・受入・整理

企画・広報活動 庶務・事務

利用者に直接提供される各種サー
ビスのこと。資料・情報・施設の
提供のほか、利用者教育、アウト
リーチサービス、非来館型サービ
スの需要もある。

利用者に対して直接関わる利用者
サービスに対して、間接的に関わ
るサービスとなる。利用者サービ
スを円滑に進めるために欠かせな
い業務である。

利用者に図書館のサービス内容な
どをアピールする。また図書館に
おける課題解決のために、利用者
の意見や要望の聴取、動向の確認
などをして運営に活かす。

人員や予算、物品の管理などをお
こなう。図書館固有の業務と、大
学職員としての業務も含まれるた
め、内容は多岐にわたる。渉外、
安全管理などを担う場合も。

大学図書館とは？ ─ 大学図書館に求められるもの

参考 オープンサイエンス時代における大学図書館の在り方について（審議のまとめ） 文部科学省

参照

大学図書館の役割

学術情報の収集、蓄積、整理をおこない、研究や教育に必要な情報や場所を提供する。

教育・研究のＤＸの進展により、教育・研究における利用に適した形で「デジタル・
ライブラリー」として大学の様々な活動を支えていくことが求められている。

今後の大学図書館

図書館員の役割

電子化への対応、学術情報の発信・流通の推進、システム等の環境整備など
求められる内容や役割が高度化・多様化している。
それに伴って、職員も様々な状況に対応できる能力が求められている。

大学図書館とは？ ─ 大学図書館の数字

参考 学術情報基盤実態調査 文部科学省 参照

大学図書館 職員数

専任 臨時 業務委託

学 術 情 報 基 盤 実 態 調 査
令 和 年 度 大 学 図 書 館 編

（ 年 月 日時点）

国立大学 大学（館 室数 ）

公立大学 大学（館 室数 ）

私立大学 大学（館 室数 ）

専任職員 人

臨時職員 人

業務委託 人

大学図書館とは？ ─ 大学図書館の定義

文部省令第二十八号：大学設置基準
（教育研究上必要な資料及び図書館）

第三十八条 大学は、教育研究を促進するため、学部の種類、規模等に応じ、図書、学術雑誌、電磁的方

法（電子情報処理組織を使用する方法その他の情報通信の技術を利用する方法をいう。）により提供され

る学術情報その他の教育研究上必要な資料（次項において「教育研究上必要な資料」という。）を、図書

館を中心に系統的に整備し、学生、教員及び事務職員等へ提供するものとする。

２ 図書館は、教育研究上必要な資料の収集、整理を行うほか、その提供に当たつて必要な情報の処理及

び提供のシステムの整備その他の教育研究上必要な資料の利用を促進するために必要な環境の整備に努め

るとともに、教育研究上必要な資料の提供に関し、他の大学の図書館等との協力に努めるものとする。

３ 図書館には、その機能を十分に発揮させるために必要な専門的職員その他の専属の教員又は事務職員

等を置くものとする。

令和 年度の大学設置基準の改正により
『紙の図書のみを想定したような規定』
『利用者が直接来館することを前提とした規定』は見直しとなった。

参考 令和 年度大学設置基準等の改正について 文部科学省

参照

− 52 −



資料の整理 ─ 目録・分類

目録

書誌データ＝タイトルや著者名などを決められた形式 で記述したもの
所蔵データ＝検索などに必要な標目や配置場所等のデータ

目録規則と呼ばれる

分類

基準となる「分類法」を使って、資料の主題別に分ける
『分類番号』『著者記号』などを付与する

目録作業では の が利用される

選書は誰がするのか

資料の整理 ─ 選書

教員 学生 図書館

収書方針・選書基準に合致しているか

所蔵資料と重複していないか

最終的に図書館員が調整をおこなう

寄贈資料

電子資料

資料の整理
選書、目録、分類、蔵書点検、修理など

利用者サービス ─ 利用教育

図書館からの発信

新入生ガイダンス 新任教職員ガイダンス オリエンテーション

利用案内の作成 パスファインダーの作成、提供

利用者からの要望

検索方法の指導 館内案内 図書館サービスの案内

教員からの要望

授業と連携したガイダンス（ゼミ単位、論文検索など）

データベース講習会館内ツアー 情報リテラシー教育

利用者サービス ─ レファレンスサービス

？ ！

利用者からの
質問を受ける

利用者へ
レファレンス
インタビュー

調査内容や
回答期日を
相互確認

調査 利用者へ
回答

利用者の
評価

レファレンスサービス 情報や資料と、利用者を繋ぐサービス

相互貸借 図書館同士が所蔵している資料を貸し借りする

文献複写依頼 資料のコピーを取り寄せる

訪問利用 利用者自身が他館を訪問する。※必要に応じて紹介状を発行

相互利用・ 図書館ネットワークを活用して、資料を提供する

利用者サービス ─ カウンター業務

カウンター業務とは

貸出、返却、複写、出納、予約、取寄、レファレンス、利用案内、

受付、各種問い合わせ対応など、利用者サービスの中でも主に図書

館のカウンター周りの様々な業務を指す。『閲覧業務』とも。

複写サービスと著作権（参考）

国公私立大学図書館協力委員会 の サイトに下記を始めとした資料があり、参考になる。
資料集＞大学図書館著作権検討委員会

・大学図書館における著作権問題 （第 版）
・大学図書館における文献複写に関する実務要項 および 解説
・大学図書館間協力における資料複製に関するガイドライン

また近年、図書館サービスにも影響する著作権法の改正等がおこなわれている。
“令和 年通常国会 著作権法改正について”, 文化庁

参照
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ご清聴ありがとうございました！

大学図書館員として ─ 心構え、規範

図書館学の五法則
参考 竹内哲解説『図書館の歩む道：ランガナタン博士の五法則に学ぶ』 日本図書館協会

図書館の自由に関する宣言
参考:”図書館の自由に関する宣言”, 日本図書館協会 参照

図書館員の倫理綱領
参考:”図書館員の倫理綱領”, 日本図書館協会 参照 ）

大学職員であり、図書館員でもある
図書館員としての指針は下記のようなものがある

つの立場から、利用者のために行動する

図書館の運営 ─ 学外業務

国公私立大学図書館協力委員会

国立大学図書館協会

公立大学図書館協議会

私立大学図書館協会

日本図書館協会

図書館ネットワーク

全国的な団体

各地区の団体

東海地区大学図書館協議会

東海地区図書館協議会

愛知県図書館協会

分野別の団体

大学図書館コンソーシアム連合（ ）

オープンアクセスリポジトリ推進協会（ ）

その他の機関

国立情報学研究所（ ）

科学技術振興機構（ ）

国立国会図書館（ ）

図書館の運営 ─ 学内業務

勤怠管理 予算管理 安全管理

統計・評価 教育 委託管理 広報

庶務

…など

図書館の運営
学内の業務、学外の業務など

資料の整理 ─ 蔵書点検など

蔵書点検

いわゆる棚卸し作業。目録と蔵書を突き合わせて調査する。年に
回程度、休講期などの利用者が少ない時期におこなうことが多い。
バーコードや タグのスキャン自体も大変だが、照合後の作業（紛
失資料の調査や誤配架資料の整頓、未登録資料の登録や汚破損資料
の処理など）も発生する場合がある。

除籍
紛失や汚損等により利用に供することが難しい場合や、利用頻度
が低い資料がある場合などにおこなう。

修理・劣化予防
劣化・破損した資料を修理する。また埃は汚れやカビの原因とな
るため清掃やクリーニング作業をおこなう。処理が難しい場合は、
専門業者に頼んだほうが良い場合もある。

電子化
資料の保存・利用のためにおこなう。機関リポジトリの運用など
も実施している。著作権処理など、電子化に伴う作業も発生する。
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2. 図書館とオープンサイエンス

研究データ？
観測データ 実験データ 調査データ …

求められるスキル
研究ライフサイクルの理解
学術情報流通に関する知識
メタデータの知識 など

6

2. 図書館とオープンサイエンス

図書

雑誌 電⼦ジャーナル

電⼦ブック

研究データ

論⽂

図書の⼀部

紙媒体 電⼦媒体 電⼦媒体

取り扱う資料（研究成果）の多様化 5

1. オープンサイエンスとは

オープンサイエンス
オープンアクセス（論⽂の閲覧）

オープンデータ（研究データの利活⽤）

オープンアクセス

研究データ
2000 2010 2020

電⼦ジャーナルの価格⾼騰

年

4

1. オープンサイエンスとは
社会に広く開かれた研究活動

研究成果を公開・共有し，様々な分野でそれらを活⽤することにより
新たな知⾒や研究活動を⽣み出す

研究者だけでなく、企業や市⺠参加も

• 研究活動の透明性を⾼め、社会に還元する

• 研究の再現性の担保、研究不正防⽌ という効果がある

他にも、

3

本⽇の内容

1. オープンサイエンスとは

2. 図書館とオープンサイエンス

3. オープンサイエンスを⽀える基盤

4. オープンサイエンスを巡る動向

5. 参考情報

2

オープンサイエンス
令和5年11⽉9⽇（⽊）
東海地区⼤学図書館協議会「図書館職員基礎研修」

名古屋⼤学附属図書館情報管理課電⼦リソースグループ 端場

1

オープンサイエンス
 

名古屋大学附属図書館　
  端　場　純　子

講 演 要 旨 東海地区大学図書館協議会「図書館職員基礎研修（第 9 回）」（2023.11. 9 ）
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5. 参考情報
JPCOARサイト

https://jpcoar.repo.nii.ac.jp/
• オープンサイエンス関連の基本ドキュメント

• 研究データ管理（RDM）に関する教材

• 研修資料アーカイブ など

各⼤学のサイト
京都⼤学、九州⼤学、名古屋⼤学…

11

4. オープンサイエンスを巡る動向
機関リポジトリを有する機関は2025年度までに研究データポリシーを策定

2024年度以降の科研費はＤＭＰ（データマネジメントプラン）が必要

Ｇ7仙台科学技術⼤⾂共同声明（2023年5⽉）→オープン・サイエンスの推進

統合イノベーション戦略（2023年6⽉）
我が国の競争的研究費制度における2025年度新規公募分からの学術論⽂等の即時
オープンアクセスの実現に向けた国の⽅針を策定する

公的資⾦による学術論⽂等のオープンアクセスの実現に向けた基本的な考え⽅（案）
（2023年10⽉）
→査読付き論⽂と根拠データが対象

10

3. オープンサイエンスを⽀える基盤

ゴールドOA
著者が費⽤（APC）を負担することにより，OAにする
→出版社サイトで誰でも読むことができる

※APC（Article Processing Charge）：論⽂をOA出版するための費⽤
※APCを含んだ電⼦ジャーナル契約→転換契約

グリーンOA
著者，あるいは著者の所属機関が⾃ら論⽂を公開する →機関リポジトリ
出版社の許諾が必要。著者最終稿を⽤いる，エンバーゴ（猶予期間）を設ける，
など条件が付くことが多い。

オープンアクセスの⽅法

9

3. オープンサイエンスを⽀える基盤
機関リポジトリ

• 研究成果の公開基盤

• 電⼦ファイル＋メタデータ

• 保存、公開、メタデータ流通

• 識別⼦（DOI）の付与

https://nagoya.repo.nii.ac.jp/
8

3. オープンサイエンスを⽀える基盤

国⽴情報学研究所オープンサイエンス基盤研究センター(RCOS)サイトより
https://rcos.nii.ac.jp/service/ （アクセス⽇ 2023/10/31）

NNIIII  RReesseeaarrcchh  DDaattaa  CClloouudd

7
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行 　 事

第78回

東海地区大学図書館協議会総会

日　時：令和 6 年 8 月20日（火）～ 8 月30日（金）
総会当番館：椙山女学園大学

メール会議により、下記のとおり開催した。

記
1 ．開催方法について

⑴ 　開催方法は、メール会議とし、会員館全館
を出席館として扱う

⑵　協議事項の審議方法
　　当協議会会則第 9 条に則り審議する
　 　第 9 条 総会の票決権は、一館一票とし議決

は出席館の過半数の賛成を要する
　 　会員館は、総会期間中に、各協議事項につ

いての認否を、事務局の用意したフォームに
より投票する。総会終了後、事務局から会員
館へ議決を通知する。

Ⅰ　協議事項
1．令和 5年度事業報告

別添の令和 5 年度事業報告のとおり、承認さ
れた。

2 ．令和 5年度決算報告・同監査報告
令和 5 年度の決算報告（案）について、同案

は、監事館の愛知県立芸術大学、日本福祉大学
により、適正に処理されていたことが確認され
ているとの説明があり、提案のとおり承認され
た。

3 ．令和 6～ 7年度役員館について
名古屋大学が会長館に推薦され、承認され

た。続いて、他の役員館について、提案のとお
り承認された。

4 ．令和 6年度事業計画（案）について
令和 6 年度事業計画（案）について、案のと

おり承認された。

5 ．会費の取扱いについて
協議会会費について、前年度繰越額が今年度

必要額を上回っているため、令和 6 年度会費は
徴収しないことが提案され、案のとおり承認さ
れた。

6 ．令和 6年度予算（案）について
令和 6 年度予算（案）について、案のとおり

承認された。

7 ．第79回総会当番館、研修会会場館について
第79回総会・研究集会の当番館として岐阜大

学が承認され、研修会会場館として名古屋大学
が選出された。

Ⅱ　報告事項
1  ．国公私立の各大学図書館の活動状況、当面
の課題等について

国公私立の各協議会の理事校・幹事校（名古
屋大学、愛知県立大学、椙山女学園大学）から
活動状況の報告があった。

Ⅲ　永年勤続者表彰
令和 6 年度永年勤続者として、10名が表彰さ

れた。

永年勤続表彰者
　金田　志保（岐阜大学）
　杉山　智章（静岡大学）
　高橋　里江（静岡大学）
　相羽　　紫（愛知教育大学）
　吉岡亜佳音（金城学院大学）
　吉田　理恵（名古屋工業大学）
　尾崎水帆子（名古屋大学）
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　布施　典子（名古屋大学）
　三輪美保子（名古屋大学）
　山田　宏美（三重大学）
 以上

− 58 −



令和 5年度事業報告

令和 5 （2023）年

8 月22日 第77回（2023年度）総会・研究集会
（当番館：岐阜県立看護大学　情報科学芸術大学院大学　岐阜薬科大学）

1 ．総会（電子メールによる審議）
　　開催期間： 8 月22日（火）～ 9 月 7 日（木）
　　総会出席者：全会員館84館
　 1 ）協議事項
　　　令和 4 年度事業報告
　　　令和 4 年度決算報告・同監査報告
　　　令和 5 年度事業計画（案）及び予算（案）について
　　　第78回総会当番館、研修会会場館について
　 2 ）報告事項
　　 　国公私立の各大学図書館の活動状況、当面の課題等について（名古屋大学、愛知

県立大学、椙山女学園大学）
　　　永年勤続者表彰（ 7 名）

10月11日 2 ．研究集会（オンライン開催）
　　開催日時：10月11日（水）　13：00～16：30
　　参加者数：69名
　　テーマ「大学図書館とAI、ChatGPT」
　　講演「大学図書館と大規模言語モデル」小林　茂（情報科学芸術大学院大学教授）
　　報告「ChatGPTを使って論文（IMRaD式の原著論文）が書けるのかを試してみた件」

橋本郷史（東邦大学医学メディアセンター大橋病院図書室）
　　オンライン交流会

11月 9 日 図書館職員基礎研修（第 9 回）（研修担当館：名古屋大学附属図書館）
　主催　東海地区大学図書館協議会、共催　東海北陸地区国立大学図書館協会
　　　　（東海北陸地区国立大学図書館協会フレッシュパーソンセミナーを兼ねる）
　　　　（22機関43名参加）
　基調講演　「大学図書館、変わるコト、変わらないコト」

小山憲司（中央大学文学部教授）
　講義「DXと図書館サービス」 花原　稔（三重大学）
　講義「業務全般」 尾関祐司（丸善雄松堂株式会社（名城大学））
　講義「オープンサイエンス」 端場純子（名古屋大学）
　グループ討議・発表「課題を共有しよう」　

12月22日 「東海地区大学図書館協議会誌」第68号発行
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令和 6 （2024）年

5 月30日
　 ～
6 月13日

令和 5 年度監事会（電子メール・郵送による開催）
　監事館：愛知県立芸術大学、日本福祉大学
　令和 5 年度会計監査（帳簿及び決算報告（案））

6 月13日 機関誌編集委員会（第 5 - 1 回）（電子メールによる審議）
　『東海地区大学図書館協議会誌』第69号の企画について

6 月14日 研修企画小委員会（第 5 - 1 回）（電子メールによる審議）
　令和 6 年度東海地区大学図書館協議会研修会の企画について

6 月25日 運営委員会（第 5 - 1 回）（オンライン開催）
　 1 ）審議事項
　　　令和 5 年度事業報告（案）について
　　　令和 5 年度決算報告（案）について
　　　令和 6 年度事業計画（案）について
　　　東海地区大学図書館協議会誌第69号の発行計画について（案）
　　　永年勤続者表彰について
　　　第78回総会の開催について（案）
　　　令和 6 年度協議会研修会の開催について（案）
　　　第79回総会当番館、研修会会場館について
　　　会費の取扱いについて（案）
　　　令和 6 年度予算（案）について
　 2 ）報告事項
　　　第 9 回図書館職員基礎研修の開催について
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令和 5年度決算報告

 （令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月31日）

科　　目  予 算 額
 a

 決 算 額
 b

過△不足額
b-a 備　　考

収入の部 円 円 円

1 ．前 年 度 繰 越 金 4,024,612 4,024,612 0 

2 ．会　　　　 費 504,000 504,000 0 令和 5 年度分： @6,000 × 84館＝504,000

3 ．会 誌 売 上 0  0  0  

4 ．分　 担　 金 4,800 4,800 0 基礎研修開催年度に北陸 4 国立大学から徴収

5 ．雑　 収　 入 0  0  0  

6 ．預 金 利 息 34 34 0 

計 4,533,446 4,533,446 0  

 *前年度繰越金を除く令和 5 年度の収入額　　508,834円　

科　　目  予 算 額
 c

 決 算 額
 d

過△不足額
c-d 備　　考

支出の部 円 円 円

1 ．総 会 補 助 金 50,000 0  50,000 第77回総会（メール審議、経費なし）

2 ．研 究 集 会 費 200,000 117,918 82,082 
第77回研究集会（岐阜県立看護大学、
岐阜薬科大学、情報科学芸術大学院大学）
講師謝金等

3 ．研　修　会　費 100,000 116,872 △ 16,872 第 9 回図書館職員基礎研修（名古屋大学）
講師謝金等

4 ．会 誌 刊 行 費 200,000 157,300 42,700 68号　電子版発行

5 ．役 員 会 経 費 0 0 0 オンライン開催、経費なし

6 ．事　 務　 費 50,000 0 50,000 事務用品

7 ．通　 信　 費 20,000 11,822 8,178 請求書送付等郵便料金

8 ．表 彰 記 念 費 50,000 31,922 18,078 永年勤続表彰者 7 名の表彰状、記念品
（ネーム印付きボールペン）等

9 ．予　 備　 費 3,863,446 0 3,863,446 

10．次 年 度 繰 越 金 0 4,097,612 △ 4,097,612 

 計 4,533,446 4,533,446 0  

 *次年度繰越金を除く令和 5 年度の支出額　　435,834円　

　令和 6 年 3 月31日締め　　　　　預金残高　　4,097,612 円
　　　　　　　　　　　　　　　　現金残高　　　　　  0 円
　　　　　　　　　　　　　　　　資産総額　　4,097,612 円
　会計監査
　令和 6 年 5 月30日～ 6 月13日
　　　　　　　　　　　　　　　　愛知県立芸術大学
　　　　　　　　　　　　　　　　日本福祉大学

監査済み
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令和 6年度予算

 （令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月31日）

科　　目
前年度
決算額

a

本年度
予算額

b

前年度決算額
よりの増△減

b-a
備　　考

収入の部 円 円 円

1 ．前 年 度 繰 越 金 4,024,612 4,097,612 73,000

2 ．会　 　 　 費 504,000 0 △ 504,000 令和 6 年度分会費は徴収しない

3 ．会 誌 売 上 費 0 0 0 第69号（無料電子版）

4 ．分　 担　 金 4,800 0 △ 4,800 基礎研修開催年度に限り北陸地区国立大
学から徴収する

5 ．雑　 収　 入 0 0 0

6 ．預 金 利 息 34 34 0

計 4,533,446 4,097,646 △ 435,800

 *前年度繰越金を除く本年度の収入見込み額　　34円　

科　　目
前年度
決算額

    c

本年度
予算額

    d

前年度決算額
よりの増△減

d-c
備　　考

支出の部 円 円 円

1 ．総 会 補 助 金 0 0 0 第78回総会（椙山女学園大学）
メール審議、経費なし

2 ．研 究 集 会 費 117,918 0 △ 117,918

3 ．研 修 会 費 116,872 200,000 83,128 会場当番館（静岡大学）
講師謝金等

4 ．会 誌 刊 行 費 157,300 200,000 42,700 69号　オンライン刊行

5 ．役 員 会 経 費 0 0 0 オンライン開催

6 ．事　 務　 費 0 10,000 10,000 事務用品等

7 ．通　 信　 費 11,822 10,000 △ 1,822 郵便料金等

8 ．表 彰 記 念 費 31,922 50,000 18,078 永年勤続表彰者10名の記念品（ネーム印
付ボールペン）等

9 ．予　 備　 費 0 3,627,646 3,627,646

10．次 年 度 繰 越 金 4,097,612 0 △ 4,097,612

 計 4,533,446 4,097,646 △ 435,800

*予備費を除く本年度の支出見込み額　　470,000円　
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名古屋造形大学図書館

〒 462-8545 愛知県名古屋市北区名城 2 丁目 4 番 1
https://library.nzu.ac.jp/

施 設 紹 介

名古屋造形大学は、1967年開学の名古屋造形芸
術短期大学を前身に、1990年に開学しました。現
在は、美術表現、視覚表現、地域建築、空間作法、
情報表現の 5 つの専門領域を設置しています。

キャンパスは、2022年 4 月に、愛知県小牧市か
ら現在の名古屋市北区へ移転しました。校舎は、
4 つの棟がワンフロアとなった上階を支え、格子
状の壁が全体を覆う、特徴的なつくりをしていま
す。図書館は、この 4 つの棟の一つにあたります。

館内は、地上 2 階建ての吹き抜け構造です。全
エリアでアクティブ・ラーニングを可としている
ため、ディスカッション等で非常に賑やかになる
こともあり、見た目も雰囲気も、明るく開放的な
図書館です。

館の中央には、集密書庫や事務スペースがあ
り、その周りを囲むように書架と閲覧席（約185
席）が設置されています。閲覧席は、ベンチ、大
型机、ソファ席など様々なタイプを備え、一人で
の作業から大人数でのプロジェクト、タブレット
から大きな紙を広げた制作まで、多様な学修・研
究ニーズに応えています。

ひらめきや安らぎを求めて来館する構成員も多
いため、外光が落ち着く日没前後に、白黒で統一
された館内の白い面の一角に、所蔵DVDを投影す
ることもあります。広報にもつながり、DVD貸出

率は企画実施前と比べて約10倍になりました。

蔵書数は約13万 4 千冊、うち約10万冊が開架で
す。検索よりもブラウジングが好まれる傾向があ
るため、閉架資料を開架とする作業を進めていま
す。造形芸術分野の資料が特に充実しており、各
地の画廊や展覧会等で頒布された、貴重なパンフ
レット群（約2,000点）も所蔵しています。なお、
今回の移転のタイミングで、ICタグによる資料管
理システムを導入しました。

カラーボックスをランダムに重ねた新着図書
コーナー、特殊コレクションをオープンな台上に
広げ、ガラス越しではなく本物に触れられるよう
にした定期展示、全国のアートイベント紹介ボー
ドなど、芸術系大学の構成員が定期的に来館した
くなるような工夫をしています。

幅広いニーズに応えられる図書館を目指し、今
後も施設やサービスの拡充に努めてまいります。

新着図書コーナー
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（名　称）
第 １ 条　本会は、東海地区大学図書館協議会と

称する。

（目　的）
第 2 条　本会は、東海地区大学図書館の発展を図

ると共に、図書館員の教養と技術の向上及び相
互の親睦をはかることを目的とする。

（会　員）
第 3 条　本会は、前条の目的に賛同する東海地区
（静岡、愛知、岐阜、三重）の国立、公立、私
立の大学図書館その他これに準ずる図書館を以
て組織する。

（事　業）
第 4 条　本会は、第 2 条の目的を達するために、

次の事業を行う。
　一　会員相互間の連絡提携
　二 　図書及び図書館に関する研究会、講習会、

展覧会等の開催並びに後援
　三　図書館運営に関する相談、指導
　四　機関誌の発行
　五　その他必要と認める事業

（会　長）
第 5 条　本会に会長を置く。
2 ．総会において会長館を選出し、その会長館の

図書館長が会長となる。
3 ．会長の任期は、 2 年とする。但し、重任を妨

げない。

（委員会）
第 6 条　本会に運営委員会及び機関誌編集委員会

を置く。
2 ．委員会に関する事項は、別に定める。

（総　会）
第 7 条　会長は、毎年一回総会を招集する。
2 ．会場は、加盟館の輪番とする。

第 8 条　会長館は、協議事項（議題及び承合事項）
をとりまとめ、審議運行の手続きを計る。

第 9 条　総会の票決権は、一館一票とし議決は出
席館の過半数の賛成を要する。

（会　計）
第10条　本会の経費は、会費その他の収入をもっ

てあてる。
2 ．会員の会費は、年額6,000円とする。

第11条　本会の会計事務を監査するため、監事を
置く。

2 ．総会において監事館を選出し、その監事館の
図書館長が監事となる。

3 ．監事の任期は 2 年とする。但し、重任を妨げ
ない。

第12条　本会の予算は、毎年総会の議決を経て決
定し、決算は監査を受けたのち、次の総会にお
いて承認を得るものとする。

第13条　本会の会計年度は、 4 月 1 日に始まり、
翌年 3 月31日に終る。

（事務局）
第14条　会長館に、本会の事務局を置く。
2 ．事務局に、事務局長及び職員を置く。
3 ．会長館の事務部長、又はこれに準ずる者が事

務局長となる。

東海地区大学図書館協議会会則

会 則 等
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（加盟と脱退）
第15条　本会に加盟を希望するものは、会長に申

請し、総会の承認を得なければならない。
2 ．本会からの脱退を希望するものは、理由を付

して会長に申請しなければならない。脱退につ
いては総会に報告する。

（会則の変更）
第16条　この会則の変更は、総会の承認を得なけ

ればならない。

（附　則）
本会則は、昭和25年 5 月 1 日から施行する。

（附　則）
この改正は、昭和50年 7 月23日より施行する。

（附　則）
この改正は、平成27年 8 月21日より施行する。

（附　則）
この改正は、令和元年 8 月20日より施行する。

（附　則）
この改正は、令和 4 年 8 月31日より施行する。
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東海地区大学図書館協議会
運営委員会規程

第 1 条　運営委員会は、本会の運営に関する事項
を審議する。

第 2 条　運営委員会の構成は、国立大 3 、公立大
3 、私立大 4 、（短大 1 を含む）とする。

第 3 条　運営委員は、総会において選出する。
2 　運営委員の任期は 2 年とする。ただし、再任

を妨げない。
3 　前項の任期が満了しても、後任者が就任する

までは、なお、その任にあるものとする。
第 4 条　運営委員会に、委員長をおく。
2 　運営委員長は、会長がこれに当たる。
3 　運営委員長は、必要に応じ委員会を招集する

ことができる。
第 5 条　運営委員会に、必要に応じて小委員会を

置くことができる。
第 6 条　運営委員会の事務は、事務局内において

行う。
　　附　則
この改正は平成12年 7 月19日から施行する。

東海地区大学図書館協議会
機関誌編集委員会規程

1 　機関誌の発行について、編集委員会を設ける。
2 　編集委員は、会長の指名による。
3 　編集委員会に、委員長を置く。
4 　編集委員長は、会長がこれにあたる。
5 　編集委員長は、必要に応じ委員会を招集する

ことができる。
6 　編集委員会の事務は、事務局内において行う。

東海地区大学図書館協議会
研修企画小委員会内規

 平成12年10月 6 日
 運営委員会

（目的）
第 1 　この内規は、東海地区大学図書館協議会
（以下「協議会」という。）の研修に関し、必要

な事項を審議するため、運営委員会の下に研修
企画小委員会（以下「小委員会」という。）を
置き、必要な事項を定めることを目的とする。

（審議事項）
第 2 　小委員会は、次に掲げる事項を行う。
　一　協議会が行う研修の企画に関すること
　二　その他研修に関し、必要な事項

（小委員会の構成）
第 3 　小委員会は、次に掲げる委員館をもって構

成する。
　一　協議会会長館
　二　国立、公立、私立の運営委員館から各 1 館
　三　研修会会場館
2 　小委員会に委員長館を置き、小委員会の互選

による。
（小委員会の庶務）
第 4 　小委員会の庶務は、協議会事務局において

処理する。
　　附　則
この内規は、平成12年10月 6 日から施行する。

東海地区大学図書館協議会
ホームページ小委員会内規

 平成12年10月 6 日
 運営委員会

（目的）
第 1 　この内規は、東海地区大学図書館協議会
（以下「協議会」という。）のホームページ（以
下「ホームページ」という。）に関し、必要な
事項を審議するため、運営委員会の下にホーム
ページ小委員会（以下「小委員会」という。）
を置き、必要な事項を定めることを目的とする。

（審議事項等）
第 2 　小委員会は、次に掲げる事項を行う。
　一　ホームページの運用・管理に関すること。
　二　ホームページの企画・編集に関すること。
　三　その他ホームページに関し、必要な事項。

（小委員会の構成）
第 3 　小委員会は次に掲げる委員館をもって構成

する。
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　一　協議会会長館
　二　国立、公立、私立の運営委員館から各 1 館
2 　小委員会に委員長館を置き、小委員会の互選

による。
（小委員会の庶務） 
第 4 　小委員会の庶務は、協議会事務局において

処理する。
　　附　則
この内規は、平成12年10月 6 日から施行する。

東海地区大学図書館協議会ホームページ
による情報発信に関わる申し合わせ

 平成12年10月 6 日
 運営委員会
1 　情報発信の範囲
　　ホームページを通じて発信する情報は、次の

各号に該当するものとする。
　①協議会事業に関する情報
　②協議会加盟館に関する情報
　③ その他ホームページ小委員会（以下「小委員

会」という。）が必要と認めた情報
2 　情報発信できる者の範囲
　　ホームページを通じて情報発信できる者は協

議会加盟館とする。
3 　情報発信の手続き
　① ホームページを通じて情報発信しようとする

者は、協議会事務局宛にHTML形式の文書を
メールで送付するものとする。

　② 加盟館から送付された文書の内容は原則とし
て変更しない。

　③ ホームページに掲載する文書の登録及び削除
の決定は、小委員会が行う。但し、疑義があ
るときは、小委員会は運営委員会委員長と協
議する。

　④ ホームページを通じて情報公開している者で、
公開する情報の変更又は停止等の事由が生じ
た時は、速やかに協議会事務局に連絡する。

　⑤ 小委員会は公開されたホームページの情報が
不適当と判断した場合は、そのファイルを削
除し、リンクを切断することができるものと

する。
4 　ホームページ
　　当分の間、ホームページは名古屋大学附属図

書館内のサーバーに置く。

表彰規程
第 1 条　東海地区大学図書館協議会会則第 4 条第

5 号に基づき加盟館の職員に対して行う表彰は
この規程の定めるところによる。

第 2 条　毎年総会の前日までに通算20年図書館に
在職する者。

第 3 条　この規程による表彰は加盟館長の推薦に
より総会において行う。

第 4 条　表彰者には記念品及び感謝状を贈呈する。
第 5 条　この規程の改正は総会の議決によって行

う。
　　附　則
この規程は、昭和44年10月29日から実施する。

表彰者推薦に関する申合せ
 （昭和53年 9 月 4 日）
 （改正　令和元年 8 月20日）

東海地区大学図書館協議会の加盟館に在職する
者のうち、つぎの各項のいずれかに該当する者を
推薦することとする。
⑴　毎年総会の前日までに通算20年以上加盟館に

在職する者。
⑵　毎年総会の前日までに通算25年以上図書館に

在職し、かつ 3 年以上加盟館に在職する者。
　　なお､ ⑴､ ⑵のいずれについても事務補佐員

としての在職期間も加算するものとする。

「図書館職員基礎研修」実施に関する
分担金についての申合せ

 （平成27年 8 月21日）
「図書館職員基礎研修」（以下、「基礎研修」とい

う。）については、平成25年度東海地区大学図書館
協議会総会において、東海北陸地区国立大学図書
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館協会と共催することを決定した。これに伴う分
担金の取り扱いについて以下のとおり定める。
1 ．東海北陸地区国立大学図書館協会加盟館のう

ち、北陸地区に所在する 4 大学（以下、「北陸
地区 4 国立大学」という。）から、基礎研修実
施年度に限り、分担金を徴収することとする。

2 ．分担金の金額は、前回の基礎研修開催に要し
た経費を、東海地区大学図書館協議会加盟館及
び北陸地区 4 国立大学の合計数で除した値を基
礎にして、その都度東海地区大学図書館協議会
運営委員会で定める。

協議会事業および総会にかかる申し合わせ
 （令和 4 年 8 月31日）

会則第 4 条二に定める事業および会則第 7 条に
定める総会の開催について、以下のとおりとする。
1 ．当番館は、単独館もしくは複数館で担当でき

るものとする。
2 ．当番館は、会長館と相談のうえ、開催方法を

対面、書面または電磁的方法等から選択できる
ものとする。

− 68 −



総会当番館一覧

東海地区大学図書館協議会　総会当番館一覧
回 年  月 館　　名 県別 回 年  月 館　　名 県別
1 昭25.  6 名古屋大学 愛知 41 62.  6 愛知県立大学 愛知
2 26.  6 金城学院大学 〃 42 63.  6 愛知学院大学 〃
3 26.11 三重大学 三重 43 平成元.  6 愛知教育大学 〃
4 27.  5 愛知学芸大学 愛知 44 2.  6 愛知大学 〃
5 27.10 名古屋工業大学 〃 45 3.  7 静岡県立大学 静岡
6 28.  5 三重県立大学 三重 46 4.  6 中部大学 愛知
7 28.  8 名古屋市立大学 愛知 47 5.  6 岐阜大学 岐阜
8 29.10 静岡大学 静岡 48 6.  7 名古屋学院大学 愛知
9 30.  9 岐阜大学 岐阜 49 7.  6 岐阜薬科大学 岐阜
10 31.  5 愛知大学 愛知 50 8.  7 愛知大学 愛知
11 32.10 日本大学（三島） 静岡 51 9.  7 浜松医科大学 静岡
12 33.  6 名城大学 愛知 52 10.  7 日本福祉大学 愛知
13 34.  9 岐阜薬科大学 岐阜 53 11.  7 愛知県立看護大学 〃
14 35.11 名古屋大学 愛知 54 12.  7 愛知工業大学 〃
15 36.11 南山大学 〃 55 13.  7 三重大学 三重
16 37.  6 岐阜県立医科大学 岐阜 56 14.  7 金城学院大学 愛知
17 38.  6 名古屋工業大学 愛知 57 15.  6 岐阜県立看護大学 岐阜
18 39.10 愛知県立大学 〃 58 16.  7 南山大学 愛知
19 40.10 日本福祉大学 〃 59 17.  7 名古屋工業大学 〃
20 41.10 中京大学 〃 60 18.  7 名城大学 〃
21 42.11 岐阜薬科大学 岐阜 61 19.  8 愛知県立芸術大学 〃
22 43.11 愛知学院大学 愛知 62 20.  8 愛知淑徳大学 〃
23 44.10 三重大学 三重 63 21.  8 名古屋大学 〃

24 45.  9 同朋大学 愛知 64 22.  8 名古屋外国語大学・
名古屋学芸大学 〃

25 46.10 名古屋市立大学 〃 65 23.  8 名古屋市立大学 〃
26 47.10 中部工業大学 〃 66 24.  8 中京大学 〃
27 48.10 愛知教育大学 〃 67 25.  8 静岡大学 静岡
28 49.10 大同工業大学 〃 68 26.  8 中部大学 愛知
29 50.  7 愛知県立芸術大学 〃 69 27.  8 愛知県立大学 〃
30 51.  6 市邨学園女子短期大学 〃 70 28.  8 名古屋学院大学 〃
31 52.  6 静岡大学 静岡 71 29.  8 豊橋技術科学大学 〃
32 53.  9 愛知工業大学 愛知 72 30.  8 愛知大学 〃
33 54.  9 静岡女子大学 静岡 73 令和元.  8 静岡文化芸術大学 静岡
34 55.  9 名古屋学院大学 愛知 74 2.  8 日本福祉大学 愛知
35 56.10 浜松医科大学 静岡 75 3.  8 愛知教育大学 〃
36 57.  9 名古屋女子大学 愛知 76 4.  8 愛知工業大学 〃

37 58.10 静岡薬科大学 静岡 77 5.  8
岐阜県立看護大学
情報科学芸術大学院大学
岐阜薬科大学

岐阜

38 59.  9 南山大学 愛知 78 6.  8 椙山女学園大学 愛知
39 60.10 豊橋技術科学大学 愛知 79 7.  8 岐阜大学（予定） 岐阜
40 61.  6 中京大学 〃 80 8.  8 金城学院大学（予定） 愛知

 国立→私立→公立→私立の順による
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加盟館一覧

東海地区大学図書館協議会加盟館一覧

 令和 6 年12月 1 日現在
図書館名  法人名 郵便番号  住所  電話  Fax 

（84）

□■　岐阜県　■□ （14）

朝日大学図書館 学校法人　朝日大学 〒501-0296 瑞穂市穂積1851-1 （058）329-1051 （058）329-0021

岐阜大学図書館 国立大学法人
東海国立大学機構 〒501-1193 岐阜市柳戸1-1 （058）293-2184 （058）293-2194

岐阜医療科学大学
図書館 学校法人　神野学園 〒501-3892 関市市平賀字長峰795-1 （0575）22-9401 （0575）46-9570

岐阜協立大学図書館 学校法人　大垣総合学園 〒503-8550 大垣市北方町5-50 （0584）77-3527 （0584）77-3528

岐阜県立看護大学
図書館

公立大学法人
岐阜県立看護大学 〒501-6295 羽島市江吉良町3047-1 （058）397-2304 （058）397-2304

岐阜市立女子短期大学
附属図書館 〒501-0192 岐阜市一日市場北町7-1 （058）296-3123 （058）296-3130

岐阜聖徳学園大学
図書館 学校法人　聖徳学園 〒501-6194 岐阜市柳津町高桑西1-1 （058）279-6416 （058）279-1242

岐阜女子大学図書館 学校法人　華陽学園 〒501-2592 岐阜市太郎丸80 （058）214-9317 （058）229-2222

岐阜保健大学図書館 学校法人　豊田学園 〒500-8281 岐阜市東鶉2-92 （058）274-5001 （058）274-5260

岐阜薬科大学
附属図書館 〒502-8585 岐阜市三田洞東 5 丁目6-1 （058）237-3931 （058）237-3631

情報科学芸術大学院
大学附属図書館 〒503-0006 大垣市加賀野4-1-7 （0584）75-6803 （0584）75-6803

中京学院大学
メディアセンター 学校法人　中京学院 〒509-6192 瑞浪市土岐町2216 （0572）68-4584 （0572）68-4568

中部学院大学
附属図書館 学校法人　岐阜済美学院 〒501-3993 関市桐ヶ丘二丁目1 番地 （0575）24-2243 （0575）24-2434

東海学院大学・東海学院
大学短期大学部附属
図書館

学校法人　神谷学園 〒504-8511 各務原市那加桐野町5-68 （058）389-2969 （058）371-9851

□■　静岡県　■□ （13）

静岡大学附属図書館 国立大学法人 〒422-8529 静岡市駿河区大谷836 （054）238-4474 （054）238-5408

静岡県立大学
附属図書館 静岡県公立大学法人 〒422-8526 静岡市駿河区谷田52-1 （054）264-5801 （054）264-5899

静岡県立大学短期大学部
附属図書館・静岡県立大学
附属図書館小鹿図書館

静岡県公立大学法人 〒422-8021 静岡市駿河区小鹿2-2-1 （054）202-2617 （054）202-2620

静岡県立農林環境専門
職大学図書館 〒438-8577 静岡県磐田市富丘678-1 （0538）31-7923 （0538）31-7999

静岡産業大学図書館 学校法人　新静岡学園 〒438-0043 磐田市大原1572-1 （0538）36-8844 （0538）36-3580

静岡社会健康医学大学
院大学附属図書館

公立大学法人
静岡社会健康医学大学院大学 〒420-0881 静岡市葵区北安東4-27-2 （054）295-5401 （054）248-3520

静岡文化芸術大学
図書館・情報センター

公立大学法人
静岡文化芸術大学 〒430-8533 浜松市中区中央二丁目1 番 1 号 （053）457-6124 （053）457-6125

静岡理工科大学
附属図書館 学校法人　静岡理工科大学 〒437-8555 袋井市豊沢2200-2 （0538）45-0231 （0538）45-0230

− 70 −



聖隷クリストファー大学
図書館 学校法人　聖隷学園 〒433-8558 浜松市北区三方原町3453 （053）439-1416 （053）414-1146

東海大学付属図書館
静岡図書館 学校法人　東海大学 〒424-8610 静岡市清水区折戸3-20-1 （054）334-0414 （054）334-0862

常葉大学附属図書館 学校法人　常葉大学 〒422-8581 静岡市駿河区弥生町6-1 （054）297-6136 （054）297-6137

日本大学図書館
国際関係学部分館 学校法人　日本大学 〒411-8555 三島市文教町 2 丁目31-145 （055）980-0806 （055）988-7875

浜松医科大学
附属図書館 国立大学法人 〒431-3192 浜松市東区半田山一丁目20-1 （053）435-2169 （053）435-5140

□■　愛知県　■□ （51）

愛知大学図書館 学校法人　愛知大学 〒453-8777 名古屋市中村区平池町 4 丁目60番 6 （052）564-6115 （052）564-6215

愛知医科大学
総合学術情報センター 学校法人　愛知医科大学 〒480-1195 長久手市岩作雁又1-1 （0561）62-3311

（代表）（0561）62-3348

愛知学院大学
図書館情報センター 学校法人　愛知学院 〒470-0195 日進市岩崎町阿良池12 （0561）73-1111

（代表）（0561）73-7810

愛知学泉大学図書館 学校法人　安城学園 〒444-8520 岡崎市舳越町上川成28 （0564）34-1209 （0564）34-1270

愛知教育大学
附属図書館 国立大学法人 〒448-8542 刈谷市井ヶ谷町広沢 1 （0566）26-2683 （0566）26-2680

愛知県立大学学術研究
情報センター図書館 愛知県公立大学法人 〒480-1198 長久手市茨ヶ廻間1522-3 （0561）76-8841 （0561）64-1104

愛知県立芸術大学芸術
情報センター図書館 愛知県公立大学法人 〒480-1194 長久手市岩作三ケ峯1-114 （0561）76-2963 （0561）62-0244

愛知工科大学
附属図書館 学校法人　電波学園 〒443-0047 蒲郡市西迫町馬乗50-2　 （0533）68-1135 （0533）68-0352

愛知工業大学
附属図書館 学校法人　名古屋電気学園 〒470-0392 豊田市八草町八千草1247 （0565）48-8121 （0565）48-2908

愛知産業大学・
短期大学図書館 学校法人　愛知産業大学 〒444-0005 岡崎市岡町字原山12-5 （0564）48-4591 （0564）48-5113

愛知淑徳大学図書館 学校法人　愛知淑徳学園 〒480-1197 長久手市片平2-9 （0561）62-4111
（代表）（0561）64-0310

愛知東邦大学
学術情報センター 学校法人　東邦学園 〒465-8515 名古屋市名東区平和が丘3-11 （052）782-1243 （052）782-1097

愛知文教大学
附属図書館 学校法人　足立学園 〒485-8565 小牧市大草5969-3 （0568）78-2211 （0568）78-2240

桜花学園大学図書館 学校法人　桜花学園 〒470-1193 豊明市栄町武侍48 （0562）97-1725 （0562）97-1703

岡崎女子大学・
岡崎女子短期大学図書館 学校法人　清光学園 〒444-0015 岡崎市中町1-8-4 （0564）28-3318 （0564）28-3323

金城学院大学図書館 学校法人　金城学院 〒463-8521 名古屋市守山区大森2-1723 （052）798-0180 （052）768-1066

至学館大学附属図書館 学校法人　至学館 〒474-8651 大府市横根町名高山55 （0562）46-1239 （0562）46-3860

自然科学研究機構
岡崎情報図書館 大学共同利用機関法人 〒444-8585 岡崎市明大寺町西郷中38 （0564）55-7191 （0564）55-7199

修文大学附属図書館 学校法人　修文学院 〒491-0938 一宮市日光町 6 番地 （0586）45-2101 （0586）45-4410

椙山女学園大学図書館 学校法人　椙山女学園 〒464-8662 名古屋市千種区星が丘元町17-3 （052）781-6452 （052）781-3094

星城大学図書館 学校法人　名古屋石田学園 〒476-8588 東海市富貴ノ台2-172 （052）601-6000
（代表）（052）601-6137

瀬木学園図書館 学校法人　瀬木学園 〒467-0867 名古屋市瑞穂区春敲町2-13 （052）882-3152 （052）882-3170
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大同大学図書館 学校法人　大同学園 〒457-8530 名古屋市南区滝春町10-3 （052）612-6873 （052）612-6108

中京大学図書館 学校法人　梅村学園 〒466-8666 名古屋市昭和区八事本町101-2 （052）835-7157 （052）835-1249

中部大学附属三浦記念
図書館 学校法人　中部大学 〒487-8501 春日井市松本町1200 （0568）51-4317 （0568）52-1510

同朋大学・
名古屋音楽大学図書館 学校法人　同朋学園 〒453-8540 名古屋市中村区稲葉地町7-1 （052）411-1951 （052）411-1120

東海学園大学図書館 学校法人　東海学園 〒468-8514 名古屋市天白区中平 2 丁目901 （052）801-1528 （052）804-1192

豊田工業大学
総合情報センター 学校法人　トヨタ学園 〒468-8511 名古屋市天白区久方2-12-1 （052）809-1743 （052）809-1744

豊田工業高等専門学校
図書館

独立行政法人
国立高等専門学校機構 〒471-8525 豊田市栄生町2-1 （0565）36-5904 （0565）36-5920

豊橋技術科学大学
附属図書館 国立大学法人 〒441-8580 豊橋市天伯町雲雀ヶ丘1-1 （0532）44-6564 （0532）44-6566

豊橋創造大学
附属図書館 学校法人　藤ノ花学園 〒440-8511 豊橋市牛川町松下20-1 （0532）54-9728 （0532）55-0803

名古屋大学附属図書館 国立大学法人
東海国立大学機構 〒464-8601 名古屋市千種区不老町 （052）789-3666 （052）789-3693

名古屋外国語大学・
名古屋学芸大学図書館 学校法人　中西学園 〒470-0188 日進市岩崎町竹ノ山57 （0561）75-1726 （0561）75-1727

名古屋学院大学
学術情報センター 学校法人　名古屋学院大学 〒456-8612 名古屋市熱田区熱田西町1-25 （052）678-4091

（事務所）（052）682-6826

名古屋経済大学図書館 学校法人　市邨学園 〒484-0000 犬山市字樋池61-22 （0568）67-3798 （0568）67-9321

名古屋芸術大学
附属図書館 学校法人　名古屋自由学院 〒481-8503 北名古屋市熊之庄古井281 （0568）26-3121 （0568）24-0393

名古屋工業大学図書館 国立大学法人 〒466-8555 名古屋市昭和区御器所町 （052）735-5098 （052）735-5102

名古屋産業大学・
名古屋経営短期大学図書館 学校法人　菊武学園 〒488-8711 尾張旭市新居町山の田3255-5 （0561）55-3081 （0561）55-5985

名古屋商科大学
中央情報センター 学校法人　栗本学園 〒470-0193 日進市米野木町三ヶ峯4-4 （0561）73-2111

（代表）（0561）73-1202

名古屋女子大学
学術情報センター 学校法人　越原学園 〒467-8610 名古屋市瑞穂区汐路町3-40 （052）852-9768 （052）852-1830

名古屋市立大学
総合情報センター

公立大学法人
名古屋市立大学 〒467-8501 名古屋市瑞穂区瑞穂町字山の畑 1 （052）872-5795 （052）872-5781

名古屋造形大学図書館 学校法人　同朋学園 〒462-8545 名古屋市北区名城 2 丁目 4 番 1 （052）908-1656

名古屋短期大学図書館 学校法人　桜花学園 〒470-1193 豊明市栄町武侍48 （0562）97-1725 （0562）97-1703

名古屋文理大学
図書情報センター 学校法人　滝川学園 〒492-8520 稲沢市稲沢町前田365 （0587）23-2400

（代表）（0587）21-2844

名古屋柳城女子大学・
名古屋柳城短期大学図書館 学校法人　柳城学院 〒466-0034 名古屋市昭和区明月町2-54 （052）841-2635 （052）841-2697

南山大学ライネルス
中央図書館 学校法人　南山学園 〒466-8673 名古屋市昭和区山里町18 （052）832-3163 （052）832-3462

日本赤十字豊田看護大学
学術情報センター・図書館 学校法人　日本赤十字学園 〒471-8565 豊田市白山町七曲12-33 （0565）36-5119 （0565）37-7897

日本福祉大学
付属図書館 学校法人　日本福祉大学 〒470-3295 知多郡美浜町大字奥田字会下前35番 6 （0569）87-2325 （0569）87-2795

人間環境大学
附属図書館 学校法人　河原学園 〒444-3505 岡崎市本宿町字上三本松6-2 （0564）48-7815 （0564）48-7815

藤田医科大学図書館 学校法人　藤田学園 〒470-1192 豊明市沓掛町田楽ヶ窪1-98 （0562）93-2420 （0562）93-2649

図書館名 法人名 郵便番号 住所 電話 FAX

− 72 −



名城大学附属図書館 学校法人　名城大学 〒468-8502 名古屋市天白区塩釜口1-501 （052）832-1151
（代表）（052）833-6046

□■　三重県　■□ （ 6 ）

皇學館大学附属図書館 学校法人　皇學館 〒516-8555 伊勢市神田久志本町1704 （0596）22-6322 （0596）22-6329

鈴鹿医療科学大学
附属図書館

学校法人
鈴鹿医療科学大学 〒510-0293 鈴鹿市岸岡町1001-1 （059）340-0337 （059）383-9915

鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部
附属図書館 学校法人　享栄学園 〒510-0298 鈴鹿市郡山町663-222 （059）372-3950 （059）372-2827

三重大学附属図書館 国立大学法人 〒514-8507 津市栗真町屋町1577 （059）231-9083 （059）231-9086

三重県立看護大学
附属図書館

公立大学法人
三重県立看護大学 〒514-0116 津市夢が丘1-1-1　 （059）233-5608 （059）233-5668

三重短期大学
附属図書館 〒514-0112 津市一身田中野157 （059）232-2341 （059）232-9647
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役員館一覧

東海地区大学図書館協議会役員館一覧（平成16年度～令和 7年度）

年度 総　会
当番館

研修会
会場館 会長館

運営委員会 機関誌編集
委員会 監事会 研修企画

小委員会
ホームページ

小委員会

会長
国立 3 ，公立 3 ，私立 4 （短大 1 を含む）
オブザーバ：総会当番館

会長
編集委員は会長
の指名

総会で選出，監事
館の図書館長が監
事となる

会長館
国立，公立，私
立の運営委員館
から各 1 館
研修会会場館

会長館
国立，公立，私
立の運営委員館
から各 1 館

平成
16

年度
南山大学

名古屋
大学
岐阜大学

名古屋
大学

浜松医科大学
三重大学
名古屋工業大学
愛知県立看護大学
名古屋市立大学
／静岡県立大学短期大学部（H17）
南山大学
中京大学
東海女子大学
名古屋経済大学短期大学部

愛知教育大学
岐阜大学
名古屋工業大学
愛知県立大学
愛知学院大学

愛知県立芸術大学
金城学院大学

名古屋大学
名古屋工業大学
名古屋市立大学
中京大学
研修会会場館平成

17
年度

名古屋
工業大学

中京大学
名古屋大
学

平成
18

年度
名城大学

岐阜県立
看護大学
名古屋大学

名古屋
大学

静岡大学
豊橋技術科学大学
愛知教育大学
愛知県立看護大学
名古屋市立大学
静岡県立大学短期大学部（H18）
／三重短期大学（H19）
名城大学
中部大学
中京女子大学
名古屋柳城短期大学

愛知教育大学
岐阜大学
名古屋工業大学
愛知県立大学
愛知学院大学

愛知県立芸術大学
南山大学

名古屋大学
静岡大学　　　
名古屋市立大学
中部大学
研修会会場館

名古屋大学
豊橋技術科学大学
名古屋市立大学
中京女子大学平成

19
年度

愛知県立
芸術大学

名古屋大学
中部大学

平成
20

年度

愛知淑徳
大学

浜松医科
大学
名古屋大学

名古屋
大学

岐阜大学
浜松医科大学
三重大学
愛知県立看護大学（H20）
／愛知県立大学（H21）
名古屋市立大学
津市立三重短期大学
愛知淑徳大学
同朋学園大学
豊田工業大学
鈴鹿短期大学

愛知教育大学
岐阜大学
名古屋工業大学
愛知県立大学
愛知学院大学

愛知県立芸術大学
名城大学

名古屋大学
浜松医科大学
名古屋市立大学
同朋学園大学

名古屋大学
三重大学
名古屋市立大学
豊田工業大学平成

21
年度

名古屋
大学

同朋学園
大学
名古屋大学

平成
22

年度

名古屋外
国語大学・
名古屋学
芸大学

静岡県立
大学
名古屋大学

名古屋
大学

名古屋工業大学
静岡大学
豊橋技術科学大学
愛知県立大学
名古屋市立大学
岐阜市立女子短期大学
名古屋外国語大学・名古屋学芸大学
豊橋創造大学
名古屋学院大学
名古屋産業大学・名古屋経営短期大学図書館

愛知教育大学
岐阜大学
名古屋工業大学
愛知県立大学
愛知学院大学

愛知県立芸術大学 
愛知淑徳大学

名古屋大学
静岡大学
名古屋市立大学
豊橋創造大学
静岡県立大学

名古屋大学
豊橋技術科学大学
名古屋市立大学
名古屋学院大学平成

23
年度

名古屋市
立大学

豊橋創造
大学
名古屋大学

平成
24

年度
中京大学 三重大学

名古屋大学
名古屋
大学

愛知教育大学
岐阜大学
浜松医科大学
愛知県立大学
名古屋市立大学
静岡県立短期大学部
中京大学
名古屋経済大学
名古屋芸術大学
名古屋柳城短期大学

愛知教育大学
岐阜大学
名古屋工業大学
名古屋市立大学
愛知学院大学

愛知県立芸術大学 
名古屋外国語大学・
名古屋学芸大学

名古屋大学
岐阜大学
愛知県立大学
名古屋経済大学
三重大学

名古屋大学
浜松医科大学
名古屋市立大学
名古屋芸術大学平成

25
年度

静岡大学
名古屋経
済大学
名古屋大学

平成
26

年度
中部大学

愛知県立
芸術大学
名古屋大学

名古屋
大学

静岡大学
名古屋工業大学
三重大学
愛知県立大学
名古屋市立大学
津市立三重短期大学
中部大学
名古屋外国語大学・名古屋学芸大学
名古屋商科大学
名古屋経済大学・名古屋経済大学短期大学部

愛知教育大学
岐阜大学
名古屋工業大学
名古屋市立大学
愛知学院大学

岐阜薬科大学
中京大学

名古屋大学
静岡大学
愛知県立大学
名古屋外国語大学・
名古屋学芸大学
愛知県立芸術大学

名古屋大学
名古屋工業大学
名古屋市立大学
名古屋商科大学平成

27
年度

愛知県立
大学

名古屋外
国語大学・
名古屋学
芸大学
名古屋大学
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年度 総　会
当番館

研修会
会場館 会長館

運営委員会 機関誌編集
委員会 監事会 研修企画

小委員会
ホームページ

小委員会

会長
国立 3 ，公立 3 ，私立 4 （短大 1 を含む）
オブザーバ：総会当番館

会長
編集委員は会長
の指名

総会で選出，監事
館の図書館長が監
事となる

会長館
国立，公立，私
立の運営委員館
から各 1 館
研修会会場館

会長館
国立，公立，私
立の運営委員館
から各 1 館

平成
28

年度

名古屋
学院大学

名古屋工業
大学
名古屋大学

名古屋
大学

岐阜大学
愛知教育大学
豊橋技術科学大学
愛知県立大学
名古屋市立大学
岐阜市立女子短期大学
名古屋学院大学
南山大学
同朋大学・名古屋造形大学
桜花学園大学・名古屋短期大学

愛知教育大学
岐阜大学
名古屋工業大学
名古屋市立大学
愛知学院大学

岐阜薬科大学
中京大学

名古屋大学
愛知教育大学
愛知県立大学
南山大学
名古屋工業大学

名古屋大学
愛知教育大学
名古屋市立大学
同朋大学・名古
屋造形大学平成

29
年度

豊橋技術
科学大学 名古屋大学

名古屋大学
愛知教育大学
愛知県立大学
南山大学

平成
30

年度
愛知大学 名古屋女子

大学

名古屋
大学

浜松医科大学
三重大学
名古屋工業大学
愛知県立大学
名古屋市立大学
静岡県立大学短期大学部
愛知大学
名古屋女子大学
日本福祉大学
岐阜保健短期大学

愛知教育大学
岐阜大学
名古屋工業大学
愛知県立大学
愛知学院大学

愛知県立芸術大学
名古屋学院大学

名古屋大学
浜松医科大学
愛知県立大学
愛知大学
名古屋女子大学 名古屋大学

三重大学
名古屋市立大学
日本福祉大学令和

元
年度

静岡文化
芸術大学 名古屋大学

名古屋大学
浜松医科大学
愛知県立大学
愛知大学

令和
2

年度

日本福祉
大学

三重県立
看護大学

名古屋
大学

静岡大学
豊橋技術科学大学
愛知教育大学
愛知県立大学
名古屋市立大学
三重短期大学
日本福祉大学
人間環境大学
藤田医科大学
名古屋産業大学・名古屋経営短期大学

愛知教育大学
岐阜大学
名古屋工業大学
愛知県立大学
愛知学院大学

愛知県立芸術大学
愛知大学

名古屋大学
静岡大学
愛知県立大学
人間環境大学
三重県立看護大学

名古屋大学
豊橋技術科学大
学
名古屋市立大学
藤田医科大学令和

3
年度

愛知教育
大学 名古屋大学

名古屋大学
静岡大学
愛知県立大学
人間環境大学

令和
4

年度

愛知工業
大学 名城大学

名古屋
大学

岐阜大学
浜松医科大学
三重大学
愛知県立大学
名古屋市立大学
岐阜市立女子短期大学
愛知工業大学
名城大学
聖隷クリストファー大学
鈴鹿大学・鈴鹿大学短期大学部附属図書館

愛知教育大学
岐阜大学
名古屋工業大学
愛知県立大学
愛知学院大学

愛知県立芸術大学
日本福祉大学

名古屋大学
三重大学
愛知県立大学
愛知工業大学
名城大学

名古屋大学
浜松医科大学
名古屋市立大学
聖隷クリスト
ファー大学

令和
5

年度

岐阜県立
看護大学
情報科学
芸術大学
院大学
岐阜薬科
大学

名古屋大学

令和
6

年度

椙山女学
園大学 静岡大学

名古屋
大学

名古屋工業大学 
静岡大学 
豊橋技術科学大学 
愛知県立大学 
名古屋市立大学 
静岡県立大学短期大学部 
椙山女学園大学 
静岡理工科大学 
静岡産業大学 
東海学院大学・東海学院大学短期大学部

愛知教育大学 
岐阜大学 
名古屋工業大学 
愛知県立大学 
愛知学院大学

愛知県立芸術大学 
愛知工業大学

名古屋大学 
名古屋工業大学
愛知県立大学 
椙山女学園大学 
静岡大学

名古屋大学 
豊橋技術科学大学 
名古屋市立大学 
静岡産業大学

令和
7

年度
岐阜大学 名古屋大学
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東海地区大学図書館協議会研修会一覧（平成元年度～令和 5年度）

年度 年月日 会　　場 演　　　　　題 講　師 所　属

平
成
元

元.12.  5 名 城 大 学
学術情報サービスの展開と大学図書館 門條  　司 化学情報協会

アダム・スミスの蔵書をめぐって 水田　　洋 名城大学

2.  1.31 名 古 屋 大 学 大学図書館の未来像 丸山昭二郎 鶴見大学

2

2.11.29 名 古 屋 大 学
Collection buildingについて 川原　和子 三重大学

大学図書館とニュー・メディア 橋爪　宏達 学術情報センター

3.  1.30 大 同 工 業 大 学
『経済学文献季報』のデータベース化について−KEISから
KEIS IIへ

山内　隆文 名古屋学院大学

私の日本の古典文献とのつきあい 朝倉　治彦 四日市大学

3

3.11.  8 名 古 屋 学 院 大
ドイツ及び英国の図書館事情 牧村　正史 名古屋大学

江戸時代の出版 長島　弘明 名古屋大学

4.  1.17 愛 知 県 図 書 館
目録システムにおけるハイパーテキストの適用可能性 石塚　英弘 図書館情報大学

新図書館概要説明及び見学 鈴木　康之 愛知県図書館

4

4.10.21 南 山 大 学
慶應義塾大学の新しい試み−マルチメディアの統合− 原田　　悟 慶應義塾大学

図書館の施設計画に関連して 加藤　彰一 名古屋大学

5.  3.19 名 古 屋 大 学
カリフォルニア大学バークレー校の図書館システム 棚橋　　章 名古屋大学

電子情報サービスの新しい展開 寺村　謙一 丸善㈱

5

6.  1.26 施設見学会：けいはんなインフォザール

6.  3.23 愛 知 医 科 大 学
シーボルトと中京の学者たち 武内　　博 東京学芸大学

大学図書館におけるコレクション形成・管理の意義と問
題点

三浦　逸雄 東京大学

6
6.12.  6 愛 知 学 院 大 学

アメリカ図書館最新事情 渡辺　和代

川瀬　正幸

名古屋アメリカン
センター
名古屋大学

地域・館種を越えた図書館サービス−すべての図書館を
すべての利用者に−

雨森　弘行 三重県立図書館

7.  2.22 施設見学会：三重県図書館

7

7.10.27 名 古 屋 大 学
鯨と捕鯨の文化史 森田　勝昭 甲南女子短期大学部

研究図書館としての電子図書館の事例−機能と運営− 渡辺　　博 奈良先端科学技術
大学院大学

7.12.  7 愛 知 工 業 大 学

シンポジウム：利用者教育の在り方−方法と問題点− 光斎　重治
高橋　一郎
四谷あさみ
堀　　　茂
金子　　豊

中部大学
愛知県立大学
愛知淑徳大学
名古屋大学
名古屋大学

8

8.10.24 名 古 屋 大 学

インターネット，イントラネットを前提とした図書館情
報サービスの将来

後藤　邦夫 南山大学

電子図書館の諸相：US Berkeley Digital Library Projectと
Ariadne97

谷口　敏夫 光華女子大学

8.12.  4 愛 知 淑 徳 大 学
シンポジウム：NDC新版 9 版について 石山　　洋

万波　涼子
中井えり子
酒井　　信

東海大学
名古屋市立大学
名古屋大学
名城大学

研修会一覧
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年度 年月日 会　　場 演　　　　　題 講　師 所　属

9

9.10.30 名 古 屋 大 学
英国大学図書館における電子情報サービスの進展 尾城　孝一 東京工業大学

フランス国立図書館BNF 篠田知和基 名古屋大学

9.12.10 朝 日 大 学

講演
　 歌うコンピュータ・描くコンピュータ−マルチメディ

ア時代への布石−
板谷　雄二 朝日大学

フ ォーラム：マルチメディアと電子図書館−図書館機能
におけるホームページ−

津田　明美
林　　哲也
鈴木　康生
三浦　　基

愛知工業大学
浜松医科大学
名古屋大学
南山大学

10

10.12.  5 名 古 屋 大 学

テーマ：電子ジャーナルの”いま”と”こんご”
講演
　デジタルメディアの現状と今後 逸村　　裕 愛知淑徳大学

電子ジャーナルの事例報告
　EES, Science Direct
　FirstSearch, FirstSearch ECO
　Journals@ovid, HighWire Press

エルゼビア
紀伊國屋書店
ユサコ

10.12.16 岐 阜 経 済 大 学

テーマ：大学図書館における電子情報サービスの実際
ネット時代の教育・研究環境と図書館の活用 松島　桂樹 岐阜経済大学

電子情報サービスの事例報告 安田多香子
野村　千里
夏目弥生子

愛知県立大学
南山大学
名古屋大学

11

11.11.  2 名 古 屋 大 学
テーマ：著作権法と大学図書館
大学図書館にかかわる著作権問題 石倉　賢一 千葉大学

電子図書館サービスと著作権 山本　順一 図書館情報大学

11.12.  7 岐 阜 女 子 大 学

テーマ：大学図書館と学生用図書
大学教育改革と学生用図書 柴田　正美 三重大学

事例報告 江口　愛子
吉根佐和子
福井　司郎

浜松医科大学
名古屋市立大学
中京大学

12

13.  1.18 愛 知 教 育 大 学

テーマ：大学図書館における相互協力
大学図書館における相互協力 石井　啓豊 図書館情報大学

事例報告 平井　芳美
濱口　幾子
加藤　直美

名古屋大学
愛知県立看護大学
愛知工業大学

13.  3.  9 名 古 屋 大 学
テーマ：大学図書館の管理・運営
大学図書館の管理・運営 長谷川豊祐 鶴見大学

コンソーシアムを視野においた大学図書館の運営 松下　　鈞 国立音楽大学

13

13.12.20 大 同 工 業 大 学

テ ーマ：古文書の整理と保存：電子メディア変換（画像）
による利用について

講演
　古文書の整理と保存 秋山　晶則 名古屋大学

事例報告
　 徳島大学附属図書館貴重資料高精細デジタルアーカイ

ブ −21世紀地域ネットワークへの試み−
岡田　惠子 徳島大学

14.  1.24 名 古 屋 大 学

テ ーマ：図書館の電子化と所蔵資料を核とした地域との
連携

ディジタル時代の図書館 逸村　　裕 名古屋大学

所蔵資料の高度活用を目指して−地域の博物館・図書館
等の連携−

種田　祐司 名古屋市博物館

14 14.12.13 名 古 屋 大 学

テーマ：学術情報の電子化を考える
講演
　 学術情報の電子化が意味するもの−研究者の立場から

考える−
倉田　敬子 慶應義塾大学

事例報告
　名古屋大学における電子ジャーナルの現状について

澄川千賀子・
川添　真澄

名古屋大学
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年度 年月日 会　　場 演　　　　　題 講　師 所　属

14 15.  3.  4 名古屋市立大学
テーマ：現代の大学図書館と著作権
講演
　現代の大学図書館と著作権 土屋　　俊 千葉大学

15

15.12.15 名 古 屋 大 学
テーマ：図書館のサービス・マネジメントと評価
講演
　図書館のサービス・マネジメント：顧客の選好と評価 永田　治樹 筑波大学

16.  2.19 椙山女学園大学
テーマ：SPARCの現状とSPARC/JAPANの今後について
講演
　SPARCの現状とSPARC/JAPANの今後について 安達　　淳 国立情報学研究所

16

16.12.17 名 古 屋 大 学

テーマ：電子的学術情報利用の進展と今後の展望
事例報告
　 名古屋大学の電子図書館化計画−機関リポジトリ構築

計画を中心にして−
　 医学系図書館の電子ジャーナル状況と日本医学図書館

協会電子ジャーナルコンソーシアムの現状
　 電子ジャーナルの利点と課題−サイエンス・ダイレク

トを例に−

郡司　　久 名古屋大学

坪内　政義 愛知医科大学

高橋　昭治 エルゼビアジャパン

17.  3.  3 ぱ る る プ ラ ザ
G I F U

テーマ：大学図書館におけるアウトソーシング
事例報告
　日本福祉大学付属図書館におけるアウトソーシング
　 アウトソーシングを活用した大学図書館運営−立命館

大学における現状と課題−
　アウトソーサーからみたアウトソーシング

岡崎　佳子
田中　康雄

図書館流通セ
ンター

日本福祉大学
立命館大学

17

17.12.  2 中 京 大 学

テ ーマ：図書館情報リテラシー指導の現状−各大学の事
例報告−

基調講演
　大学図書館と情報リテラシー 逸村　　裕 名古屋大学

事例報告
　名古屋大学附属図書館における情報リテラシー教育
　 図書館情報リテラシー教育−小さな図書館，小さな学

部での試み−
　中京大学図書館　情報リテラシー教育の現状
　 ニッチ戦略（隙間産業）で，大学に貢献できる情報リテ

ラシー教育支援を目指す−三重大学附属図書館の取組−
　岐阜県立看護大学図書館における利用教育
　大学ポータルを中心とした名古屋学院大学の情報環境

次良丸　章
原　　泰子

春日井　正人
杉田　いづみ

井上　貴之
中田　晴美

名古屋大学
名古屋市立大学

中京大学
三重大学

岐阜県立看護大学
名古屋学院大学

18.  1.30 名 古 屋 大 学

テーマ：利用者サイドに立つ図書館サービス
講演
　北米大学図書館における利用者中心の図書館サービス

　利用者の利用行動に基づいた図書館サービス

シャロン・
ドマイヤー
越塚　美加

マサチューセッツ
大学
学習院女子大学

18

19.  1.12 岐 阜 県 図 書 館

テーマ：大学図書館の地域連携
事例報告
　相互利用協定と愛知県内図書館のILL定期便設置実証実験
　静岡県内の大学図書館における連携について
　岐阜県における公共図書館との連携図書館
　東海目録（TOMcat）：病院図書室と大学図書館の連携
　 図書館の教育支援，地域支援：豊田高専の英語多読を

通して

村上　昇平
大石　博昭
木村　晴茂
坪内　政義
西澤　　一

愛知県図書館
静岡大学
岐阜大学
愛知医科大学
豊田工業高等専門
学校

19.  3.  7 名 古 屋 大 学

テーマ：Web2.0時代の図書館サービス
基調講演
　Web2.0 時代の図書館 岡本　　真 Academic Resource 

Guide

講演
　図書館利用者の情報探索活動に関する実証的研究
　Web2.0時代の新たな図書館サービスの展開

寺井　　仁
林　　賢紀

名古屋大学
農林水産省
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19

19.11.28 名 古 屋 大 学

「図書館職員基礎研修」
講義
　大学図書館職員に求められているもの
　資料の収集～目録・分類
　電子情報（電子ジャーナル，データベース等）
　図書館情報リテラシー教育
　ILL
　大学図書館の最近の動向・海外事情

雨森　弘行
河谷　宗徳
粟野　容子
紅露　　剛
万波　涼子
松林　正己

お茶の水女子大学
三重大学
名古屋大学
南山大学
名古屋市立大学
中部大学

20.  3.  5 中 部 大 学

テーマ：魅力ある大学図書館をめざして
講演
　 どこから拓く？　大学図書館の可能性−学習支援の視

点から
　 ここから拓いた−お茶大図書館活性化のための 5 つの

作戦

井上　真琴

茂出木　理子

同志社大学

お茶の水女子大学

20

20.12.22 アクトシティ浜
松

テーマ：図書館と著作権
講演
　図書館業務と著作権
　映像資料の利用と著作権法について

南川　貴宣
三浦　正広

文化庁著作権課
国士舘大学

21.  3.  4 西尾市岩瀬文庫

テーマ：学芸員の世界
岩瀬文庫見学
講演
　学芸員の仕事　−内藤記念くすり博物館の世界−

　学芸員の仕事　−岩瀬文庫の世界−

野尻　佳与子

林　知左子

内藤記念くすり博
物館
西尾市岩瀬文庫

21

21.12.  3 同 朋 大 学

「図書館職員基礎研修」
講義
　大学図書館職員に求められているもの
　資料の収集～目録・分類
　電子情報（電子ジャーナル，データベース等）
　情報リテラシー教育
　ILL
　大学図書館と広報

雨森　弘行
河谷　宗徳
粟野　容子
久田　睦美
榊原　佐知子
渡邊　敏之

前お茶の水女子大学
三重大学
名古屋大学
名古屋市立大学
愛知医科大学
名古屋造形大学

22.  2.23
22.  3.  5
22.  3.10

名 古 屋 大 学

保存修復講演会・講習会
テーマ：図書資料の保存と修復
講演
　紙資料の保存修復
講習会
　修復実務講習会

金山　正子

岩田　起代子

元興寺文化財研究所

前 名古屋産業大学・
名古屋経営短期大
学図書館

22

22.12.  9 名 古 屋 大 学
テ ーマ：実践で役立つレファレンス・ツール　― 国立国

会図書館提供ツールを中心に ―
講義 1
講義 2

兼松　芳之 国立国会図書館

23.  3.16
静 岡 県 男 女
共 同 参 画
セ ン タ ー
あ ざ れ あ

テ ーマ：電子書籍を中心とした資料のデジタル化の動向
と図書館の今後

講演
　 変革期のデジタル化と図書館―国立国会図書館の動向

を中心に―　
　電子書籍の急速な普及と大学図書館

中井　万知子

竹内　比呂也

国立国会図書館関
西館
千葉大学

23

23.12.15 名 古 屋 大 学

「図書館職員基礎研修」
講義
　大学図書館職員に求められているもの
　資料の収集～目録・分類
　電子情報（電子ジャーナル，データベース等）
　ILL
　プレゼンテーション入門
　カナダの大学図書館事情

加藤　信哉
河谷　宗徳
堀　　友美
万波　涼子
近田　政博
ゴードン・
コールマン

名古屋大学
三重大学
名古屋大学
名古屋市立大学
名古屋大学
静岡大学

24.  3.  8 名 古 屋 大 学

テーマ：災害時における危機管理
事例報告
　 そのとき私たちができたこと−東北大学附属図書館が

遭遇した東日本大震災−
　 私の東日本大震災体験−図書館の被害と復旧を中心と

して

小陳　左和子

和知　　剛

東北大学

郡山女子大学
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24

24.12.15 名 古 屋 大 学

テーマ：海外大学図書館にみる学習支援
報告
　 香港、シンガポール、オーストラリアの大学図書館にお

けるラーニング・コモンズの整備及び学習支援の現状
山田　政寛
橋　　洋平
森部　圭亮
仲秋　雄介
池上佳芳里
高橋　里江
神谷　知子

金沢大学
金沢大学
静岡大学
名古屋大学
金沢大学
静岡大学
名古屋大学

講演
　 大学図書館が実施する学習支援・教育支援サービス　

北米の事例から見えるもの
　パネルディスカッション

長澤　多代

近田　政博
（コーディネーター）

三重大学

名古屋大学

25.  3.13 三 重 大 学

テーマ：図書館資料の補修について
講義
　図書館における資料保存の基本的な考え方
実習
　 簡易な補修 − 破れのつくろい、外れたページの差し込み

大竹　　茂

大竹　　茂

国立国会図書館

国立国会図書館

25

25.12.13 名 古 屋 大 学

「図書館職員基礎研修」
講義
　激動の時代を生き抜くために
　情報リテラシー教育

　ILL（相互貸借）
　 電子情報（電子ジャーナル，電子ブック、データベー

ス等）
　分類・目録
　プレゼンテーション入門

白木　俊男
新海　弘之
草間　知美
島田　美津穂
林　　和宏

揚野　敏光
近田　政博

富山大学
愛知県立大学

愛知大学
名古屋工業大学

名古屋大学
名古屋大学

26.  3.  3
名古屋経済大学

（名駅サテライト
キ ャ ン パ ス ）

テーマ：西洋古典籍資料の整理・保存について
講演
　歴史的製本の修理について
　洋書の扉

岡本　幸治
髙野　　彰

製本家
元跡見学園女子大学

26

26.12.19 愛 知 県 図 書 館

テーマ：「機関リポジトリの基礎知識と最新動向」
講演
　学術コミュニケーションの動向
　機関リポジトリの実務　著作権・学位論文を中心に
事例報告
　地域からの事例報告

　全体質疑・意見交換

杉田　茂樹
三隅　健一

林　和宏
宮坂　昌樹
鈴木　雅子

（コーディネーター）

千葉大学
北海道大学

名古屋工業大学
愛知大学
静岡大学

27.  2.16 静 岡 大 学
（浜松キャンパス）

※静岡県大学図書館協議会と共催
テーマ：学生を振り向かせる！　伝わるポスター作成術
講演
　基礎） ポスター、チラシ、プレゼンテーションに必要

な要素
　理論）コミュニケーション理論から見た広報
　実践） 便利なツール、テクニック、キャッチコピーの

つくり方
　広報カウンセリング
　ポスターを作ってみよう

　はやのん 理系漫画家

27

27.12.  7 名 古 屋 大 学

「図書館職員基礎研修」
講義
　 「最近の図書館の動向　～素敵な図書館と素敵なライブ

ラリアンとの出会い～」
　情報リテラシー教育
　ILL（相互貸借）
　電子情報（電子ジャーナル，データベース等）
　分類・目録
　グループ討議・発表

中村　直美

松森　隆一郎
加藤　直美
吉岡　　文
小島　由香

愛知大学

愛知県立大学
愛知工業大学
浜松医科大学
名古屋大学

28.  3.  7
名古屋外国語大学

・
名古屋学芸大学

テーマ：伝わる声の出し方・話し方
講演（実習含む） 赤間　裕子 声と話し方コンサ

ルタント
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28

28.11.22 名 古 屋 大 学

テーマ：無線綴じ資料の補修
講演（実習含む） 板倉　正子 特定非営利活動法

人書物の歴史と保
存修復に関する研
究会

29.  2.  6 名古屋工業大学

テーマ：古典籍の基礎知識
講演
　洋古典籍はどんな姿をしているのか
　水田文庫整理にたずさわって
　古典籍書誌ＤＢのすすめ

高野　　彰
中井　えり子
塩村　　耕

元跡見学園女子大学
元名古屋大学
名古屋大学

29 29.11.17 名 古 屋 大 学

「図書館職員基礎研修」
講義
　レファレンス（現場からの具体的な事例紹介）
　図書館若手職員の経験談

　これからの図書館に期待するもの
演習
　 広報・展示：朝刊の記事からpopを作り、 2 時間以内に

資料を展示−安城市図書情報館「日めくり展示」にチャ
レンジ−

　担当業務別グループによる討議・発表

佐藤　美穂
井出　直樹
東槇　典子

鰐部　美香

　押樋　良樹

名古屋大学
静岡文化芸術大学
名古屋外国語大学・
名古屋学芸大学
名古屋大学

図書館コミュニケー
ションデザイナー

30 31.  2.14 名古屋女子大学
テーマ：利用者と図書館をつなぐ空間づくり
講演
　ワークショップ 1 　利用者の目線を考える
　ワークショップ 2 　空間のイメージをつかむ

 

　尼川　ゆら 空間演出
コンサルタント

令
和
元

元.12.  9 名 古 屋 大 学

「図書館職員基礎研修」
基調講演
　大学図書館の今とこれから
講義
　情報リテラシー
　電子情報
　ILL
　目録・分類
グループによる討議・発表

佐藤　翔

柴田　佳寿江
林　　和宏
浅見　沙矢香
槙島　隆教

同志社大学

三重大学
名古屋大学
名古屋大学
愛知県立大学

2 2.12.10
オンライン開催
当番：三重県立
看 護 大 学

テ ーマ：インフォデミックと図書館：ポストコロナ・AI
時代に図書館員が生き残るには

講演
　 インフォデミックと図書館：ポストコロナ・AI時代に

図書館員が生き残るには
佐藤　正惠 司書・ヘルスサイ

エンス情報専門員
（上級）

3 4.  2.18 オンライン開催
名 古 屋 大 学

「図書館職員基礎研修」
基調講演
　大学図書館の今とこれから
講義
　資料の整理
　業務全般
　COVID-19と図書館サービス
　社会貢献
グループ討議・発表「今とこれからを考える」

佐藤　　翔

槙島　隆教
大橋　梨沙
揚野　敏光
福井　啓介

同志社大学

愛知県立大学
人間環境大学
名古屋大学
岐阜大学

4 5.  2.  1
～2.28 名 城 大 学

テーマ：大学図書館の活動を可視化するデータ活用
研修動画のオンデマンド配信
　大学図書館の活動を可視化するデータ活用の実務
　− 図書館利用統計・学術情報基盤実態調査・決算デー

タ・利用者アンケートから−

5 5.11.  9 オンライン開催
名 古 屋 大 学

「図書館職員基礎研修」
基調講演
　大学図書館、変わるコト、変わらないコト
講義
　DXと図書館サービス
　業務全般
　オープンサイエンス
グループ討議・発表「課題を共有しよう」

小山　憲司

花原　　稔
尾関　祐司
端場　純子

中央大学

三重大学
丸善雄松堂株式会社（名城大学）
名古屋大学
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